
導入編 


本製品や添付のソフトウェアの特長、導入の際に知っておいていただきたい事柄について説明 
します。また、セットアップの際の手順を説明しています。ここで説明する内容をよく読ん 
で、正しくセツトアップしてください。 


「特長」 （2 ページ） 

本製品の特長や添付（または別売品）のソフトウェア、および各種オプション 
とソフトウェアの組み合わせによって実現できるシステム管理のための機能に 
ついて説明しています。 

「導入にあたつて」 （9 ページ） 

本製品をご利用されるシステムを構築する際に知っておいていただきたい事柄 
や、参考となるアドバイスが記載されています。 

「お客様登録」 （16 ページ） 

お客様登録の方法について説明しています。 Express 5800シリーズ製品に関す 
るさまざまな情報を入手できます。ぜひ登録してください。 

「セットアップを始める前に」 （17 ページ） 

セットアップの順序を説明します。お使いになるオペレーティングシステムや 
購入時の本体によってもセットアップの方法は異なります。 

「Windows Server 2003のセットアップ」 （19 ページ） 

Windows Server 2003で運用する場合のシステムのセットアップの方法につ 
いて説明しています。 

「Windows 2000のセットアップ」 （50 ページ） 

Windows 2000で運用する場合のシステムのセットアップの方法について説明 
しています。 

「 HostRAID ™ について」 （81 ページ） 

本体標準のディスクアレイ機能 ( HostRAID ) について説明しています。詳細 
な説明はオンラインドキュメントに記載されています。 
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之特長 


特長 


お買い求めになられた本製品の特長を次に示します。 


133 張性 _ 

參豊富な|〇オプションスロット 

- PCI EXPRESS (x8) : 2スロット 
- PCI-X (64-bit/133MHz) :1スロット 
PCI-X (64-bit/100MHz) : 2ス□ット 
- PCI パス (32-bit/33MHz) :1スロット 
參最大 16GB の大容量メモリ 
參ネットワークポートを標準で2ポート装備 
參リモートパワーオン機能 

參最大2マルチプロセッサまでアップグレード可能 
• 最大2台の電源ユニット（冗長機能） 

• USB2.0 対応 

參ラックマウントタイプへのコンバージョンが可能 
(N8 143-56 ラックコンパージョンキットが必要) 



能 


^ 信頼性 

參メモリ監視機能 （1 ビットエラー訂正/2ビットエラー 
検出） 

參メモリ/ CPU 縮退機能（障害を起こしたデバイスの論 
理的な切り離し） 

參バスパリティエラー検出 
• 温度検知 
• 異常通知 

參内蔵ファン回転監視機能 
• 内部電圧監視機能 

參電源ユニットの冗長機能(N8 100-942/943) 

參ディスクアレイ（オプション） 

參オートリビルド機能（ホットスワップ対応） 

參 BIOS パスワード機能 
參盗難防止（セキュリティロック） 

參本体遠隔監視機能(オプションのリモートマネージメント 
カード/アドパンスドリモートマネージメントカードで 
サボート） 


@理 機能 

• ESMPR 〇プ□ダクト 

• DianaScope (リモートマネージメントツール) 
參ディスクアレイユーティリティ（数種類） 


• Intel® Xeon™ Processor 搭載 

-N81 00-941 /941 A/942/942A: 3DGHz 
-N81 00-943/943A: 3.40 GHz 

- N 8100 -1025: 3.60 GHz 

• 高速ネットワークインタフェース 

(10BASE-T/100BASE-TX/1 〇〇〇 BASE-T 対応） 
• 高速ディスクアクセス (Ultra320 SCSI) 

ぐに使える 

• Microsoft® Windows Server™ 2003 日本語版ま 
たは Microsoft® Windows® 2000日本語版イン 
ストール済み（ビルド.トゥ • オーダーの場合） 

參ハードディスクドライブ、増設用電源ユニット 
(N 8100 -942/943) はケーブルを必要としない 
ワンタッチ取り付け（ホットスワップ対応） 

胃 富な機能搭載 

• グラフィックスアクセラレータ 「RADEON 7000」採用 
• 冗長電源対応（オプション電源増設時に有効） 

• El Torito Bootable CD-R 〇 M(no emulation 
mode) フォーマットをサポート 

• POWER スイッチマスク 
• ソフトウェア Power Off 
• リモートパワーオン機能 

• AC-LINK 機能 

• コンソールレス機能 


@ 守機能 

參オフライン保守ユーティリティ 
• DUMP スイッチによるメモリダンプ機能 

胃 電力機能 

スリープ機能 (Windows Server 2003/ 
Windows 2000のみ） 


己診断機能 

• Power On Self-Test (POST) 

• システム診断 ( T&D) ユーティリティ 

lib 利なセットアップユーティリティ 

• EXPRESSBUILDER (システムセットアップユーティリティ） 

• ExpressPicnic (セットアップパラメータ FD 作成ユーティリティ） 
參 SETUP (BIOS セットアップユーティリティ） 

• SCSIvSe/ec 广 （SCSI デバイスユーティリティ） 
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本装置は、高い信頼性を確保するためのさまざまな機能を提供しています。 

本体に添付されている ESMPR 〇などのソフトウェアが提供する監視機能との連携により、シ 
ステムの障害を未然に防止、または早期に復旧することができます。 

また、停電などの電源障害からサーバを守る無停電電源装置、万一のデータ損失に備えるため 
のバックアップ装置などといった各種オプション製品により、さらなる信頼性を確保すること 
ができます。 

各機能はそれぞれ以下のハードウエア、およびソフトウェアにより実現しています。 


管理分野 

必要な八ードウェア 

必要なソフトウェア 

サーバ管理 

サーバ本体機能 

ESMPRO/ServerManager 
ESMPRO/Server Agent 

ストレージ管理 



• ディスク管理 

-ハードウェア全般 

ESMPRO/ServerManager 
ESMPRO/Server Agent 


_本体標準装備のディスクアレイコント 
□—ラ ( HostRAID ™) 

Adaptec Storage Manager ™ - 
Browser Edition 


_ディスクアレイコント□—ラ* 

Power Console Plus 

• バックアップ管理 

DAT/AIT など* 1 

Windows 標準バックアップツール 
ARCserve for Windows NT * 1 
BackupExec *、 NetBackup * 1 

電源管理 

無停電電源装置 ( UPS ) 

ESMPRO / UPSControlier * 1 
PowerChute Business Edition * 1 

(注） 

無停電電源装置により、使用するソ 
フトウェアが異なります。 

ネットヮーク管理 

1〇 0 BASE - TX 接続ボードなど* 1 

WebSAM / Netvisor * 1 

リモート管理 

リモートマネージメントカード/アド 
バンスドリモートマネージメントカー 
ド'*1 

ESMPRO/ServerManager 
ESMPRO/Server Agent 

DianaScope * 2 


*1 オプション製品。 

*2 別売のサーバライセンスが必要。 


サーバ 管理 

本体のハードウエアの状態を管理するために 「ESMPR 〇 /ServerAgent」 をインストールし 
てください。 「ESMPRO/ServerAgent」 は本体の稼動状況などを監視するとともに万一の障 
害発生時 「ESMPRO/ServerManager」 と連携してただちに管理者へ通報します。 
巳31\/^8〇/361^「八96巾をインストールした場合、データビューアの項目ごとの機能可否は次 
の表のとおりです。 


機能名 

可否 

機能概要 

ハードウェア 



〇 

ハードウェアの物理的な情報を表示する機能です。 



メモリバンク 

〇 

メモリの物理的な情報を表示する機能です。 



装置情報 

〇 

装置固有の情報を表示する機能です。 



CPU 

〇 

CPU の物理的な情報を表示する機能です。 

システム 

〇 

CPU の論理情報参照や負荷率の監視をする機能です。 

メモリの論理情報参照や状態監視をする機能です。 

1/ 〇デパイス 

〇 

1/ 〇デバイス（フロッピーディスクドライプ、シリアル 
ポート、パラレルポート、キーボード、マウス、ビデオ） 

の情報参照をする機能です。 

システム環境 



△ 

温度、ファン、電圧、電源、ドアなどを監視する機能で 
す0 



温度 

〇 

筐体内部の温度を監視する機能です。 



フアン 

A * 

ファンを監視する機能です。 



電圧 

〇 

筐体内部の電圧を監視する機能です。 



電源 

X 

電源ユニットを監視する機能です。 



ドア 

X 

Chassis Intrusion (筐体のカバー/ドアの開閉）を監視す 
る機能です。 

ソフトウェア 

〇 

サービス、ドライバ、〇 S の情報を参照する機能です。 
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機能名 

可否 

機能概要 

ネットワーク 

〇 

ネットワーク (LAN) に関する情報参照やバケット監視を 
する機能です。 

拡張バスデバイス 

〇 

拡張バスデバイスの情報を参照する機能です。 

BIOS 

〇 

BIOS の情報を参照する機能です。 

□ーカルポーリング 

〇 

ESMPRO/ServerAgent が取得する任意の MIB 項目の値 
を監視する機能です。 

ストレージ 

〇 

ハードディスクドライブなどのストレージ機器やコント 
□ーラを監視する機能です。 

ファイルシステム 

〇 

ファイルシステム構成の参照や使用率監視をする機能で 
す。 

ディスクアレイ 

〇 

LSI Logic 社製および Promise 社製ディスクアレイコント 
□ーラを監視する機能です。 

その他 

X 

Watch Dog Timer による〇 S ストール監視をする機能で 
す。 

〇 S STOP エラー 発生後の通報処理を行う機能です。 


〇:サポート△:一部サポート x: 未サポート 
* サボートされていない_部のファン情報はグレイアウトされます。 


また、別売の r リモートマネージメントカード/アドバンスドリモートマネージメントカード」 
を装着することにより、前述の表に力□え、次の機能やツールをサポートし、サーバ管理を確実 
で容易なものとします。 

-電源ユニットの監視 

- ドアの監視 

- ハードウエア障害のシステムイベントログ ( SEL ) 生成機能 

- ウォッチドッグタイマによる〇 S ストール監視 
一〇 S ストップエラー発生後の通報処理 

- DianaScope による LAN / WAN 経由でのリモート制御（本体装置のリセット、 
電源〇 N / OFF 、 システムイベント□グ ( SEL ) の確認など） 

• Disk 増設ユニット[ N 8141 -36] の監視について 

Disk 増設ユニット[ N 814 1-36] には、以下のオプション製品が必要です。 

く Disk 増設ユニット側> 


ICM 巳ポード'[N819卜 08] 

<監視サーバ側> 

- ICMB コネクタ [ N 8191 -07] 

- ICMB ケーブル [ K 410-107] 

ESMPR 〇 / ServerAgent にて Disk 増設ユニットを監視するには、コント□—ルパネルの 
「システム」タブの 「 Disk 増設ユニット」-「監視する」チェックボックスをチェックし 
てください。 



ESMPRO / ServerManager と ESMPRO/ServerAgent は、本体に標準添付されて 
います。各ソフトウェアのインストール方法や使用方法は、各ソフトウェアの 
説明を参照してください。 
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ストレージ管理 

大容量のストレージデバイスを管理するために次の点について留意しておきましょう。 

• ディスク管理 

ハードディスクドライブの耐障害性を高めることは、直接的にシステム全体の信頼性を 
高めることにつながると言えます。本体標準装備、またはオプションの RAID コント□一 
ラ（ディスクミラーリングコント□—ラまたはディスクアレイコント□ーラ）を使用す 
ることにより、ディスクドライブをグループ化して冗長性を高め、データの損失を防ぐ 
ことができます。 

-本体標準装備 

本体のマザーボードには、 SCSI ハードディスクドライブを接続することができる 
チャネルを持っています。また、このチャネルを制御するコント□ーラによって 
RAID ドライブを構築することができます。コント□ーラがサボートしている RAID 
レペルは RAIDO と RAID 1 、 RAID 10 ( RAID 1 のスパン)です。 

コント□ーラの制御や各種設定はコントローラに搭載されているコンフィグレー 
ションユーティリティ rscsisefccd を使用します。詳しくは「ハードウェア編」 
を参照してください。 

運用中の管理 • 保守はブラウザベースのユーティリティ 「 Adaptec Storage Man - 
age「 TM - Browser Edition 」 を使用します。使用方法については「ソフトウェア 
編」、またはオンラインドキュメントを参照してください。 

- ディスクアレイコントローラの場合 

ディスクアレイコント□ーラは、 SCSI ハードディスクドライブを使ったディスクア 
レイを構築するための PCI ボードです。 

ディスクアレイの RAID 0、 1、5、10 ( RAID 1 のスパン）、50 ( RAID 5 のスパン）の 
各 RAID レベルをサポートしています。 

ディスクアレイコントローラの制御や各種設定はコント□ーラに搭載されているコ 
ンフィグレーションユーティリティ 「MegaRAD Configuration Utility 」 を使用しま 
す。詳しくは、ディスクアレイコント□ーラに添付の説明書を参照してください。 

運用中の管理 • 保守は Windows ベースのユーティリティ 「Power Console Plus 」 を 
使用します。 


このソフトウェアは、それぞれのディスクアレイコント□ーラの管理 • 監視をする 
とともに、巳31\/^1^〇/38^/6「1\/|3门396「や巳31\/^1^〇/381^/8「八96门1：との連携によリ、 
ディスクアレイの状況をトータルに監視し、障害の早期発見や予防措置を行い、八一 
ドディスクドライブの障害に対して迅速に対処することができます。 

ディスクアレイの設定は、セットアップツール「シームレスセットアップ」でも設 
定できます。より詳細な設定をするときに、ボードのチップに搭載されているコン 
フイグレーシヨンユーテイリテイを使用してください。 


Peb 


Power Console Plus や Adaptec Storage Manager™ - Browser Edition、ESMPRO/ 
ServerManager、ESMPRO/ServerAgent、 は、本体に標準で添付されています。 
ソフトウェアのインストール方法や使用方法は、各ソフトウェアの説明を参照し 
てください。 
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ディスクアレイ 
コント□ーラの機能 

機能の概要 

レペル 

RAIDO、 1、5、10 (RAID 1のスパン）、50 (RAID5 のスパン）の各 RAID 
レベルをサポート 

ホットプラグ 

システムが稼働している状態でハードディスクドライブなどのデパイスを交 
換することができます。 

オー トリビルド 

故障したハードディスクドライプを新品のハードディスクドライプに交換し 
た後、残りのハードディスクドライプのデータから故障したハードディスク 
ドライブが持っていたデータを自動的に復元します。 

エキスパンドキャパシティ 

稼働中のシステムを停止することなくハードディスクドライプの増設をする 
ことにより、ディスクアレイの使用可能領域や論理ドライブを自動的に拡張 
します。 


• バックアップ管理 

定期的なバックアップは、不意のサーバの夕'ウン 
に備える最も基本的な対応です。 

DAT 装置や D 1_ T 装置と各種ソフトウェアを使って 
定期的にバックアップをとってください。容量や 
転送スピード、バックアップスケジュールの設定 
など、ご使用になる環境に合わせて利用してくだ 
さい。 

バックアップデバイスと接続するためにはオプションの SCSI コント□—ラボードが必要 
です。 



デバイス名 

説明 

DAT 

高性能、大容量なうえ、標準規格としての互換性も備えており、広く利用されているパック 
アップメディア。最大 36GB のデータバックアップが可能。小〜中規模システム向け。 

LT 〇 

最大200 GB のデータバックアップが可能。基幹業務等大規模システム向けの高性能バック 
アップ装 

AIT 

最大 100GB のデータバックアップが可能。中規模システム向け。 
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BackupExec 


電源管理 

商用電源のトラブルは、システムを停止させる大きな原 
因のひとつです。 

停電や瞬断に加え、電圧低下、過負荷配電、電力設備の 
故障などがシステムタ'ウンの要因となる場合がありま 
す。 

無停電電源装置 ( UPS ) は、停電や瞬断で通常使用してい 
る商用電源の電圧が低下し始めると、自動的にバッテリ 
から電源を供給し、システムの停止を防ぎます。システ 
ム管理者は、その間にファイルの保存など、必要な処理 
を行うことができます。さらに電圧や電流の変動を抑 
え、電源ユニットの寿命を延ばして平均故障間隔 
( MTBF ) の延長にも貢献します。また、スケジュールな 
どによる本装置の自動 • 無人運転を実現することもでき 
ます。 


アプリケーション名 

説明 

NTBackup(OS 標準） 

Windows 標準のバックアップツール。 

単体バックアップ装置に単純なバックアップを行ラときに使用。 

ARCserve 

(コンピュータ.アソシエイツ社） 

国内で最もポピュラーな PC サーバのバックアップツール。 

スケジュール運用が可能で、集合バックアップ装置、 DB オンライン 
パックアップなどに対応可能。 

BackupExec (ベリタス社） 

米国で最もポピュラーな PC サーバのバックアップツール。 

NTBackup と同ーテープフォーマットを使用。 

スケジュール運用が可能で、集合バックアップ装置、 DB オンライン 
バックアップなどに対応可能。 

Ne®ackup (ベリタス社） 

異種プラットフォーム環境で統合的な制御/管理を実現した、 

BackupExec の上位バックアップツール。基幹業務など大規模システム 
まで対応。才ープンファイルバックアップ、 Disaster Recovery を標準 
サポート。 DB オンラインバックアップなどに対応可能。 


ジョブ。編集®表示⑻ツール CD ヘルブ⑻ 


ゥィザ-ド|パックァッブ| メディァの復元と音理|スゲジュ-ルジョブ| 

パッりアッブユーティリティの詳細モードの開始 

ウィザードモード に切り替えるとパッウアッブど值元 (D 設定をより簡単に行うことができま■す。 

バ妁ア9ブウィザード <PH)(B) 

パックアップウ村ードで、ブロクラムやファイルのパックア9ブ奄作成することがで•きます。 


.チ-通ソリュ-シ雜▲綱し ^ 薄^^,把_は 

!?器！!溯 ル M - H : てぉ 戴(潔努 •饱滋 tW ミ.:<-8 

戀严ーァ-力伽 ^ 薇 i ，ル綱 

• 觀 r: — — 

」 と I愎元ウィザード窃1■聯 

& 愎元ゥィザ-ドで、デ-掏娜ッブから腕できます。 



u . I自勘システム回 tIO ィザ'-ド(色〉 

_ ASR 準備ウィザードは、2つの部分からなるシステムのノわりアッ:^作成します。1つは 

1 システム設定を含むフロッピーで、1つは□一カルシステムパーティションを含む glJ のメデ 
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8 特長 


本製品では、 NEC 社製多機能 UPS ( l - UPSPro ) と、 APC 社製 Smart - UPS の2種類の無停電電源 
装置を提供しており、それぞれ ESMPRO / UPSController、PowerChute Business Edition で 
管理 • 制御します。 


ネットワーク管理 


ESMPRO / ServerManager , ESMPRO / ServerAgent を 
使用することにより、本体に内蔵されている LAN カー 
ドの障害や、回線の負荷率等を監視することができま 
す。 

また、別売の ESMPRO / Netvisor を利用することによ 
り、ネットワーク全体の管理を行ラことができます。 



■ J モート管理 

オプションのリモートマネージメントカード( N 81 15- 01)/アドバンスドリモートマネージメ 
ントカード( N 81 15-02) とユーティリティの DianaScope を使用することにより、 LAN/WAN 
を介した本体のリモート監視や管理をすることができます。 DianaScope の使用には、別売 
の DianaScope のサーバライセンスが必要です。 

リモートマネージメントカード/アドバンスドリモートマネージメントカードが提供する管理 
機能は以下のとおりです。 

• 電源ユニットの監視 

• 温度/電圧 / FAN の監視 

• ハードウエア障害のシステムイベント□グ ( SEL ) 生成機能 

• ウォッチドッグタイマによる〇 S ストール監視 

• 〇 S ストップエラー発生後の通報処理 

• DianaScope による LAN / WAN 経由でのリモート制御（本体装置のリセット、電源 ON / 
OFF , システムイベント□グ ( SEL ) の確認など） 
















導入編 Q 


導入にあたつて 

本装置を導入するにあたって重要なポイントについて説明します。 

システム構築のポイント 

実際にセツトアップを始める前に、以下の点を考慮してシステムを構築してください。 


運用方法の検討 

「特長」での説明のとおり、本装置は運用管理•信頼性に関する多くのハードウェア機能を持 
ち、用途に応じてさまざまなソフトウェアが添付されています。 

システムのライフサイクルの様々な局面において、「各ハードウェア機能および添付ソフト 
ウェアのどれを使用して、どのような運用するか？」などを検討し、それに合わせて必要な 
ハードウエアおよびソフトウェアのインストール/設定を行ってください。 


稼動状況 • 障害の監視、および保守 


本体に標準添付の 「 ESMPRO / ServerManager 」 、 rESMPRO / ServerAgentJ を利用すること 
により、リモートからサーバの稼動状況や障害の監視を行い、障害を事前に防ぐことや万一の 
場合に迅速に対応することができます。 

運用の際は、 「 ESMPRO / ServerManager 」 、 「 ESMPRO / ServerAgent 」 を利用して、万一の 
トラブルからシステムを守るよう心がけてください。 



なお、本装置に障害が発生した際に、 NEC フィールディング（株）がアラート通報を受信して 
保守を行う「エクスプレス通報サービス」を利用すれば、低コストで Exp 「 ess 5800 シリーズ 
の障害監視 • 保守を行ラことができます。 

「エクスプレス通報サービス」をご利用になることも検討してください。 

















10 導入にあたって 


システムの構築 • 運用にあたっての留意点 

システムを構築 • 運用する前に、次の点について確認してください。 

出荷時の状態を確認しましょう 

本製品を導入する前に、出荷時の状態を確認してください。 

• オペレーティングシステムのインス I -ール状態について 

注文により出荷時の状態に次の2種類があります。 


出荷時のモデル 

説明 

カスタムインストール 

ビルド-トゥ-オーダーにて Windows Server 2003または Windows 200〇の 
インストールを指定された場合。 

未インストール 

ビルド_トゥ • オーダーによる〇 S のインストールを希望されなかった場合。 


出荷時のオペレーティングシステムのインストール状態により、必要なセットアップ作 
業が異なります。18ページの説明に従ってセツトアップを行ってください。 


• パーテイシヨン構成について 

本装置では、セットアップすると1台目のディスクの先頭に保守用の領域（保守用パー 
テイシヨン）が自動的に作成されます。 



保守ユーティリティが格納されています。また、 EXPRESSBUILDER 
でのセットアップ時に作業領域としても利用されます。オペレーティ 
ングシステムから 「EISA 構成」、または 「MAINTE_P」 の FAT パー 
ティシ ヨンと して認識されます。 
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セットアップの手順を確認しましょう 

システムを構築するにあたり、「セットアップ」は必要不可欠なポイントです。 

セットアップを始める前にセットアップをどのような順序で進めるべきか十分に検討してく 
ださい。 

必要のない手順を含めたり、必要な手順を省いたりすると、システムの構築スケジュールを狂 
わせるばかりでなく、本装置が提供するシステム全体の安定した運用と機能を十分に発揮でき 
なくなります。 


• くその1 > 運用方針と障害対策の検討 

ハードウェアが提供する機能や採用するオペレー 
テイングシステムによつて運用方針やセキユリ 
ティ、障害への対策方法が異なります。 

「特長 （2 ページ)」に示す本装置が提供する機能を 
十分に利用したシステムを構築できるよう検討し 
てください。 

また、システムの構築にあたり、ご契約の保守サー 
ビス会社および弊社営業担当にご相談されること 
もひとつの手だてです。 



• くその2> 八ードウエアのセツトアップ 


本体の電源を ON にできるまでのセットアップを 
確実に行います。この後の「システムのセットアッ 
プ」を始めるために運用時と同じ状態にセット 
アップしてください。詳しくは、18ページに示す 
手順に従ってください。 

ハードウェアのセットアップには、オプションの 
取り付けや設置、周辺機器の接続に加えて、内部 
的なパラメータのセットアップも含まれます。ご 
使用になる環境に合わせたパラメータの設定は才 
ペレーティングシステムや管理用ソフトウェアと 
連携した機能を利用するために大切な手順のひと 
つです。 

































12 導入にあたって 


• <その3> システムのセットアップ 

オプションの取り付けや BIOS の設定といったハードウェアのセットアップが終わった 
6、ハードディスクドライブのパーティションの設定やディスクアレイの設定、オペレー 
ティングシステムや管理用ソフトウェアのインストールに進みます。 

- 初めてのセツトアップの場合 


初めてのセットアップでは、お客様が注文の際に指定されたインス!-ールの状態に 
よってセツトアップの方法が異なります。 


r カスタムインストール」を指定して購入され 
た場合は、本体の電源を〇 n にすれば自動的に 
セットアップが始まります。セットアップの 
途中で表示される画面のメッセージに従って 
必要事項を入力していけばセツトアップは完 
了します。 


「未インストール」にて購入された場合は、添 
付の 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - ROM が提供 
する自動セットアップユーティリティ「シー 
ムレスセットアップ」を使用します。シーム 
レスセットアップでは、はじめにセットアッ 
プに必要な情報を選択 • 入力するだけであと 
の作業はシームレス（切れ目なく）で自動的 
に行われます。 

未インストールのセットアップ • 再セット 
アップの場合 

シームレスセットアップを使用してくださ 
い。煩雑な作業をシームレスセツトアップが 
代わりに行います。 



本装置がサポートしている〇 S は次のとおりです。 


— Microsoft ^ Windows Server ™ 2003 Standard Edition 日本語版（以降、 
「Windows Server 2003」と呼ぶ） 


— Microsoft ^ Windows Server ™ 2003 Enterprise Edition 日本語版（以降、 
「Windows Server 2003」と呼ぶ） 


— Microsoft ® Windows ® 2000 Server 日本語版（以降 、 「Windows 2000」と呼ぶ) 

— Microsoft ^ Windows ® 2〇〇〇 Advanced Server 日本語版（以降 、 「Windows 
2000」と呼ぶ') 


その他の〇 S をインストールするときはお買い求めの販売店または保守サービス会社に 
お問い合わせください。 
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「Windows Server 2〇〇3」または 「Windows 
2000」では、ディスクアレイの設定から管理用ソ 
フトウェアのインストールまでの作業をシームレ 
スセツトアップが行います。 



本装置固有のセットアップは（〇 S を除く）、シー 
ムレスセットアップが代わりに行います。セット 
アップでは、シームレスセツトアップを利用する 
ことをお勧めします。 


• くその4> 障害処理のためのセットアップ 

障害が起きたときにすぐに原因の見極めや解決ができるよう障害処理のためのセット 
アップをしてください 。 Windows Server 2003または Windows 2000に関しては、本書 
で説明しています。 

• くその5> 管理用ソフトウェアのインス!-ールとセットアップ 

出荷時にインストール済みの管理用ソフトウェアや、シームレスセットアップやマニュ 
アルでインストールしたソフトウェアをお使いになる環境にあった状態にセットアップ 
します。また、本装置と同じネットワーク上にある管理 PC にインストールし、本装置を 
管理•監視できるソフトウェアもあります。併せてインストールしてください。なお、使 
用を開始する前に使用環境に合わせた設定が必要になる場合があります。詳しくは r ソ 
フトウェア編」をご覧ください。 

• くその6> システム情報のノ（ックアップ 

保守ユーティリティ「オフライン保守ユーティリティ」を使って本製品のマザーボード 
上にある設定情報のバックアップを作成します。マザーボードの故障などによるパーツ 
交換後に以前と同じ状態にセットアップするために大切な手順です。詳しくは45ページ 
または76ページをご覧ください。 
























14 導入にあたって 


各運用管理機能を利用するにあたって 

本装置で障害監視などの運用管理を行うには、標準添付の ESMPRO / ServerAgent 、 および 
ESMPRO / ServerManager 、 または別売の同ソフトウェアが必要となります。この後で説明す 
るセットアップ手順、またはソフトウェアの説明書（別売の場合）に従って各ソフトウェアの 
インストール、および必要な設定を行ってください。 



* 管理 pc は本装置で代用できます。 


各運用管理機能を利用する際には、以下の点にご注意ください。 

• サーノ（管理機能を利用するにあたって 

- CPU / メモリ縮退機能を利用する場合や CPU やメモリを交換した場合は、 BIOS のコ 
ンフィグレーシヨンが必要です。「システム BIOS (168 ページ)」を参照して 
「Processor Settings 」 や 「Memory Configuration 」 、 「 Advanced 」 の各項目を設 
定してください。 

- 装置の各コンポーネント （ CPU / メモリ/ディスク/ファン）の使用状況の監視や才 
ペレーティングシステムのス I -ール監視など、監視項目によっては ESMPRO / 
ServerManager , 巳31\/^1^〇/381^/6「八96门1:でしきい値などの設定が必要になりま 
す。詳細は、各ソフトウェアに関する説明やオンラインヘルプなどを参照してくだ 
さい。 

• ストレージ管理機能を利用するにあたって 

- 標準装備 HostRAID TM を使用する場合 

Adaptec Storage Manager ™ - Browser Edition をインストールしておく必要があ 
ります。「ソフトウェア編」の 「Adaptec Storage Manager ™ - Browser Edition 
システムを使用する場合」の説明に従って Adaptec Storage Manager ™ - Browser 
Edition をインストールしてください。 

ディスクアレイシステムを構築する際は、ディスク稼働率や予防保守性を高めるた 
めにも、アレイディスクの整合性チェックを定期的に行うことをお勧めします（才 
ンラインドキュメント 「Adaptec Storage Manager ™ - Browser Editi 〇 n ユーザー 
ズマニュアル」の「タスクの作成と表示」を参照してください)。 
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- ディスクアレイコントローラを使用する場合 

お使いの環境によって 、 Power Console Plus をインス I -ールしておく必要がありま 
す 0 「ソフトウェア編」の 「Power Console Plus (サーバ)」の説明に従って Power 
Console Plus (サーパ）をインストールしてください。 

ディスクアレイシステムを構築する際は、ディスク稼働率や予防保守性を高めるた 
めにも、アレイディスクの整合性チェックを定期的に行うことをお勧めします（才 
ンラインドキュメント 「Power Console Plus ユーザーズガイド」の「定期的な整合 
性チェックの実施」を参照してください)。 

- バックアップファイルシステムを使用する場合 

テープバックアップ装置を使用する場合は、 

クリーニングテープを使って定期的にヘッド 
を清掃するよう心がけてください。ヘッドの 
汚れはデータの読み書きエラーの原因とな 
り、データを正しくバックアップ/リストアで 
きなくなります。テープドライブやテープの 
状態を監視する「テープ監視ツール」を使用 
することをお勧めします。テープ監視ツール 
については「ソフトウェア編」を参照してく 
ださい。 

• 電源管理機能を利用するにあたって 

- 無停電電源装置 ( UPS ) を利用するには、専 
用の制御用ソフトウェア （ ESMPRO / 

UPSController、PowerChute Business 
Edition、PowerChute plus ) または、オペ 
レー ティ ング システム 標準の UPS サービスの 
セットアップが必要です。 

- 無停電電源装置 ( UPS ) を利用する場合、自 
動運転や停電回復時のサーバの自動起動など 
を行うには BIOS の設定が必要です。「システ 
ム BIOS (168 ページ)」を参照して、 

「 Server 」 メニューにある 「 ACLINK 」 の設 
定をご使用になる環境に合った設定に変更し 
てください。 















16 お客様登録 


お客様登録 

NEC では、製品ご購入のお客様に 「Club Express 会員」への登録をご案内しております。添 
付の「お客様登録申込書」に必要事項をご記入の上、エクスプレス受付センターまでご返送い 
ただくか、または Club Express の WEB サイト 

http://club.express.nec.co.jp/ 

にてご登録ください。 



「Club Express 会員」のみなさまには、ご希望により Express 5800シリーズをご利用になる上 
で役立つ情報サービスを、無料で提供させていただきます。サービスの詳細は Club Express 
の WEB サイトにて紹介しております。ぜひ、ご覧ください。 
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セットアップを始める前に 

セツトアップの順序と参照するページを説明します。セツトアップはハードウエアから始めま 
す。 


ビルド•トゥ • オーダーで Windows Server 2003または Windows 2000 
Bta のインストールを指定した場合は、本体に Windows のプ□ダクトキーが記載 
された ID ラベルが貼りつけられています。 


Product Key: 

AAAAA-BBBBB-CCCCC-DDDDD-EEEEE 

111 

〇〇〇〇〇-〇〇〇-〇〇〇-〇〇〇 


OS のセットアップや再インストール時に必要な情報です。剥がしたり汚した 
りしないよう注意してください。もし剥がれたり汚れたりして見えなくなった 
場合はお買い求めの販売店または保守サービス会社に連絡してください。あら 
かじめプ□ダクトキーをメモし、他の添付品といっしよにメモを保管されるこ 
とをお勧めします。 



次の順序でハードウエアをセッ ト アップします。 

1. 別途購入したオプションを取り付ける （—1 13ページ)。 



Windows Server 2003 /Windows 2000をお使いの環境で次のオプシヨンを増設 
した場合は、〇 S の起動後に次の操作を行ってください。 

• DIMM を増設した場合は「ページングファイルサイズ」を設定し直して 
ください。 

詳しくは24ぺージ （Windows Server 200 3) または54ぺージ （Windows 
2000) を参照してください。 

• 本装置を 1 CPU から 2 CPU に増設した場合は、デバイスマネージャの「コ 
ンピユータ」のドライバ 「 ACPI マルチプロセッサ PC 」 に変更し、画面 
に従って再起動後、システムのアップデート （44 ぺージまたは75ベー 
ジ） を行ってください。 


2. 本体に最も適した場所に設置する （—97 ページ)。 

3. ディスプレイ装置やマウス、キーボードなどの周辺装置を本体に接続する （—99 

ページ)。 

4. 添付の電源コードを本体と電源コンセントに接続する （—99 ページ)。 

5. ハードウェアの構成やシステムの用途に応じて BIOS の設定を変更する。 

「システム BIOS ( SETUP )」（168 ページ）を参照してください。 


BIOS のノ V ° ラメータで時刻や日付の設定が正しく設定されているか必ず確認し 
sra てください。 










18 セツトアップを始める前に 


システムのセツトアツ 



ハードウエアのセットアップを完了したら、お使いになるオペレーティングシステムに合わせ 
て後述の説明を参照してください。再インストールの際にも参照してください。 


スタート 


ハードウェアのセツトアップ 17ページ 


購入後、初めてのセツトアップですか？ 


■ 

はい 


購入したときのハードディスクドライブの 
注文内容は？ （10 ページ参照） 


いいえ 

再インストールです 


カスタムインストール 
(Windows Server 2003/ 
Windows 2000) 


未インストール 


インス I -ールする 0 S は？ 


I その他 I 


Windows Server 2003/ 
Windows 2000 


カスタムインストールモデル< 

Windows Server 2003 

3 D セットアップ 

19ページ 

Windows 2000 

50ページ 


シームレスセツトアップ |21*52 ページ| 


0 S 選択メニューで選ぶオプションは 
「 Other 」 です #1 。 


シームレスセツトアップを使う？ 


■ いいえ ■ 


■ 

はい 


シームレスセットアップ 

Windows Server 2003 I 21ページ 

マニュアルセットアップ# 2 

Windows Server 2003 I 46ページ 

Windows 2000 | 52 ページ 

Windows 2000 | 78 ページ 


♦I* 


障害処理のためのセットアップ 
Windows Server 2003 I 38ページ 


Windows 2000 

| 69ページ 


システム情報のパック 

45ページ • 

アップ 

76ページ 


セツトアップ完了 


* 1シームレスセツトアツプの保守用ノ《ーティシヨンの 
作成 • 保守用各撞ユーティリティのインストールまで 
が行われます。 

*2 Windows Server 2003 /Windows 2000以外の 
OS のインス I -ール方法については本装置に添付の 
別冊の説明書を参照するか、保守サービス会社に 
お問い合わせ < ださい。 
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Windows Server 2003のセットアップ 

ハードウェアのセットアップを完了してから 、 Windows Server 2003やシステムのセット 
アップをします。再インストールの際にも参照してください。 


カスタムインス I ルモデルのセットアップ 


「ビルド•トゥ • オーダー」で「カスタムインストール」を指定して購入された本体のハード 
ディスクドライブは、お客様がすぐに使えるようにパーティションの設定から、〇 S 、 本装置 
が提供するソフトウェアがすべてインストールされています。 

^ ここで説明する手順は、「カスタムインストール」を指定して購入された製品 
泛ェック] で初めて電源を〇 N にするときのセットアップの方法について説明していま 
す。再セットアップをする場合や、その他の出荷状態のセットアップをする場 
合は、「シームレスセットアップ」を参照してください。 


セットアップをはじめる前に（購入時の状態について） 

セットアップを始める前に次の点について確認してください。 

本体のハードウェア構成（ハードディスクドライブのパーティションサイズも含む）やハード 
ディスクドライブにインス I -ールされているソフトウェアの構成は、購入前のお客様による 
オーダー（ビルド•トゥ•オーダー）によって異なります。 

下図は、ハードディスクドライブのパーティション構成について図解しています。 
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セットアップの手順 

次の手順で本体を起動して、セットアップをします。 

1. 周辺装置、本体の順に電源を 0 N にし、そのまま Windows を起動する。 

[Windows Server 2003セットアップ]画面が表示されます。 

2. [次へ]をクリックする。 

[使用許諸契約]画面が表示されます。 

3. [同意します]にチェックをして、[次へ]をクリックする。 

以降、使用者名などの設定画面が次々と表示されます。 

4. 画面の指示に従って必要な設定をする。 

セットアップの終了を知らせる画面が表示されます。 

5. [完了]をクリックする。 

システムが再起動します。 

6. 再起動後、システムに□グオンする。 

7. 33ページの手順12以降を参照して、ネットワークドライバの詳細設定をする。 

8. オプションのデバイスでドライバをインス!-ールしていないものがある場合は、ド 
ライバをインス I -ールする。 

9. 38ページを参照して障害処理のためのセットアップをする。 

10. 出荷時にインス I -ール済みのソフトウェアの設定およびその確認をする。 

インストール済みのソフトウェアはお客様が購入時に指定したものがインストール 
されています。例として次のようなソフトウェアがあります。 

— ESMPRO/ServerAgent 

- エクスプレス通報サービス* 

— Power Console Plus * 

— Adaptec Storage Manager - Browser Edition * 

上記のソフトウェアで 「*」 印のあるものは、お客様でご使用になる環境に合った状 
態に設定または確認をしなければならないソフトウェアを示しています。「ソフト 
ウェア編」の「本体用バンドルソフトウェア」を参照して使用環境に合った状態に 
設定して 、 fL cf い。 

11. 45ページを参照してシステム情報のバックアップをとる。 

以上でカスタムインストールで購入された製品での初めてのセットアップは終了です。再セッ 
トアップをする際は「シームレスセットアップ」を使ってください。 
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EXPRESSBUILDER の「シームレスセットアップ」機能を使ってセットアップをします。 

「シームレスセットアップ」とは、ハードウェアの内部的なパラメータや状態の設定からオペ 
レーティングシステム (Windows Server 2003) ,各種ユーティリティのインストールまでを 
添付の rEXPRESSBUILDERJ CD - R 〇 M を使って切れ目なく（シームレスで）セットアップで 
きる Express 5800シリーズ独自のセットアップ方法です。ハードディスクドライブを購入時 
の状態と異なるパーティション設定で使用する場合や〇 S を再インストールする場合は、シー 
ムレスセットアップを使用してください。煩雑なセットアップをこの機能が代わって行いま 
す0 



ーズ EXPRESSBUILDER Ver3.> 


{ Copyright(C)NEC Corporation 2004 


isf I ■鼸 | 圍,，■画#. 

「シームレスセットアップ j とは、 ハー ドウエア 
の内部的なパラメー？や状態の設定から OS 、 各種 
ユ^ィリ亍ィ©インストールまでを a 付の 
CD-ROM rEXPRESSBUILDERJ を使って切れ目なく 
(シームレスで）セツトアップできる ft 自の 
セツトアップ方法です* 


ハードディスクを K 入時©状態と異なるパー亍ィ 
4ヨン設定で使用する場合や OS を再インストール 
す場会は*シームレスセットアップを使用して 
ください • ットアップをこの機能が代 

わって行います， 

シームレス セットアップは、セットア^«»& 
する前にセットアップに必要な情報を編集し 
フロッビーディスクに保存 U セットアップの睽 
にその情報を逐一読み出して自動的に一連のセッ 
トアップを進めるというも©です • 

こ<»とぎ使用されるブロッビ4ィズク®ことを 
r セットアップ パラメー タ FDJ と呼びます • 


シームレスセットアップは、セットアップを開始する前にセットアップに必要な情報を編集し 
フロッピーディスクに保存し、セットアップの際にその情報を逐一読み出して自動的に一連の 
セットアップを進めるというものです。このとき使用されるフロッピーディスクのことを 
「セットアップパラメータ FD 」 と呼びます。 

^ シームレスセットアップを使用しないインストール方法など、特殊なセット 

II エック| アップについては、45ページの「応用セットアップ」で説明しています。 
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• 「セットアップ パラメー タ FD 」 とは シームレス セットアップの途中で設 
定 • 選択する情報が保存されたセットアップ用ディスクのことです。 

シームレス セットアップは、この情報を基にしてすベてのセットアップ 
を自動で行います。この間は、本体のそばにいて設定の状況を確認する 
必要はありません。また、再インストールのときに前回使用したセット 
アップパラメータ FD を使用すると、前回と同じ状態にセットアップする 
ことができます。 

• セッ ト アップパラメー タ FD は EXPRESSBUILDER パッケージの中のブ 
ランクディスクをご利用ください。 

• セットアップパラメータ FD は EXPRESSBUILDER にある 

「 ExpressPicnic ®」 を使って事前に作成しておくことができます。 

事前に「セットアップパラメータ FD 」 を作成しておくと、シー厶レス 
セットアップの間に入力や選択しなければならない項目を省略すること 
ができます。（セットアップパラメータ FD にあるセットアップ情報は、 
シームレスセットアップの途中で作成•修正することもできます）。本 
装置の他に Windows 95/98/ Me、Windows NT 3.51 以降 、 Windows XP / 
2000または Windows Server 2003で動作しているコンピュータがお手元 
にある場合は、 ExpressPicnic を利用してあらかじめセットアップ情報を 
編集しておく ことを お勧めします。 

ExpressPicnic を使ったセットアップパラメータ FD の作成方法について 
は、222ぺージで説明しています。 
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OS のインストールについて 

〇 s のインストールを始める前にここで説明する注意事項をよく読んでください。 

本装置がサボートしている 0 S について 

本装置がサポートしている〇 S は次のとおりです。 

• Microsoft ® Windows Server ™ 2003 Standard Edition 日本語版（以降 、 「Windows 
Server 2003」と呼ぶ） 

• Microsoft ® Windows Server ™ 2003 Enterprise Edition 日本語版（以降 、 「Windows 
Server 2003」と呼ぶ） 

その他の〇 S をインストールするときはお買い求めの販売店または保守サービス会社にお問い 
合わせください。 


BIOS の設定について 

Windows Server 2003をインストールする前にハードウエアの BIOS 設定などを確認してく 
ださい。「システム BIOS ( SETUP )」（168 ページ）を参照して設定してください。 


Windows Server 2003につし、て 

Windows Server 2003は、シームレスセツトアップでインストールできます。ただし、次の 
点について注意してください。 


• インストールを始める前にオプションの増設や本体のセットアップ 
( BIOS やオプションボードの設定）をすベて完了させてください。 

• 弊社が提供している別売のソフトウェアパッケージにも、インストール 
に関する説明書が添付されていますが、本装置へのインストールについ 
ては、本書の説明を参照してください。 

• シームレスセットアップを完了した後に38ページを参照して「メモリ 
ダンプの設定」などの障害処理のための設定をしてください。 


• ミラー化されているポリュームへのインス I ルについて 

[ディスクの管理]を使用してミラー化されているボリュームにインストールする場合 
は、インストールの実行前にミラー化を無効にして、ベーシックディスクに戻し、イン 
ストール完了後に再度ミラー化してください。 

ミラーボリュームの作成あるいはミラーボリュームの解除および削除は[コンピュータ 
の管理]内の[ディスクの管理]から行えます。 

• MO 装置の接続について 

インストール時に M 〇装置を接続したままファイルシステムを NTFS に設定すると、ファ 
イルシステムが正しく変換されない場合があります。ファイルシステムが正しく変換さ 
れなかった場合は、 M 〇装置を外してインストールを最初からやり直してください。 


DAT 等のメディアについて 

シームレスセットアップでは、 DAT 等のインス!-ールに不要なメディアはセットしない 
でください。 
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• ハードディスクドライブの接続について 


〇 S をインストールするハードディスクドライブ以外のハードディスクドライブを接続 
する場合は、〇 S をインストールした後から行ってください。また、論理ドライブを複数 
作成している場合は、「論理ドライブが複数存在する場合の再セットアップ手順」 (48 ペー 
ジ)を参照してください。 

• 作成するパーティションサイズについて 

システムをインストールするパーティションの必要最小限のサイズは、次の計算式から 
求めることができます。 

インストールに必要なサイズ+ページングファイルサイズ+ダンプファイルサイズ 

インストールに必要なサイズ= 2900 MB 

ページングファイルサイズ（推奨）=搭載メモリサイズ X 1.5 

ダンプファイルサイズ=搭載メモリサイズ +12 MB 


• 上記べージングファイルサイズはデバッグ情報(メモリダンプ）採取の 
ために必要なサイズです。ページングファイルサイズの初期サイズを 
「推奨」値未満に設定すると正確なデバッグ情報（メモリダンプ）を採 
取できない場合があります。 

• 1つのノ V ° —ティションに設定できるページングファイルサイズは最大で 
4095 MB です。搭載メモリサイズの1 .5 倍のサイズが4095 MB を超え 
る場合は、4095 M 巳で設定してください。 

• 搭載メモリサイズが 2 GB 以上の場合のダンプファイルの最大は 
「2048 MB +12 MB 」 以上です。 

• その他アプリケーションなどをインス!-ールする場合は、別途そのアブ 
U ケーシヨンが必要とするパーテイシヨンサイズを追加してください。 


例えば、搭載メモリサイズが 512 MB の場合、必要最小限のパーティションサイズは、前 
述の計算方法から 

2900 MB + (512 MB X 1.5) +(512 MB + 12 MB ) = 4192 MB 
となります。 

シームレスセットアップでインストールする場合、必要最小限のパーティシヨ 
& EE ンサイズを「上記の必要最小限のパーティションサイズ+ 850 MB 」 または 
「4095 MB 」 のうち、どちらか大きい値に設定してください。 


• ダイナミックディスクへアップグレードした八ードディスクドライブへの再インス I -一 

ルについて 


夕'イナミックディスクへアップグレードしたハードディスクドライブの既存のパーティ 
シヨンを残したままでの再インス I -ールはできません。 

既存のパーティシヨンを残したい場合は、 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - R 〇 M に格納されて 
いるオンラインドキュメント 「Microsoft Windows Server 2003 Standard Edition / 
Microsoft Windows Server 2003 Enterprise Edition インストレーシヨンサプリ メント 
ガイド」を参照して再インストールしてください。 

インストレーシヨンサプリメントガイドにも夕'イナミックディスクへのインストールに 
関する注意事項が記載されています。 
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• ディスク構成について （「 EISA 構成」と表示されている領域について） 

ディスク領域に 「 EISA 構成」と表示された領域が存在する場合があります。構成情報や 
ユーティリティを保存するための保守用パーティションです。削除しないでください。 
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セットアップの流れ 

シームレスセツ トアップで行う セツ トアップの流れを図に示します。 



■戻る ■ 


注意事項、制限事項の記載を読む 


確認 


インストール方法を選択する 


フロッピーディスクをセツトする 


■中止 ■ 


確認 


セツトアップパラメータファイルを選択する 


新規ファイル 


0 S を選択する 


既存のファイル 


セツトアップパラメータファイルのチェック 


正常 


再選択 
■が必要 ■ 
な場合 


異常設定の確認 • 修正を行うか選択する 


行う 行わない 


設定を確認 • 入力をする 


■再選択 ■ 


Windows CD - ROM をセツトする 



ディスクアレイのコンフィグレーション※1 

I 

再起動 

I 

保守用ノ V °— ティションの作成 

I 

再起動 

I 

各種ユーティリティのインストール 

I 

再起動※2 
I 

OS パーティションの作成 

I 

再起動 

I 

OS パーテイションのフォーマツト 

I 

OS 差分モジュールのコピー 

I 

選択したアプリケーションのモジュールのコピー 


_ I :入力や選択が必要な作業 

I I :自動的に作業が進む内容 

※ l 標準装備または、オプションのコントローラが搭載されたシステムで、 「 RAID の新規作成」がチェックされて 
いる場合のみ実行される。 

※2 OS の選択で[その他]を選択したときはここで終了する。 
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セットアップの手順 

次にシームレスセットアップを使ったセットアップの手順を説明します。 

セットアップパラメータ FD を準備してください。事前に設定したセットアップパラメータ FD 
がない場合でもインストールはできますが、その場合でも 1.44 MB の DOS フォーマット済みの 
フロッピーディスクが1枚必要となります。セットアップパラメータ FD は EXPRESSBUILDER 
パッケージの中のブランクディスクを使用するか、お客様でフロッピーディスクを1枚用意し 
てください。 


• システムの構成を変更した場合は「システムのアップデート」 （44 ペー 

Btta ジ） を行ってください。 

• Windows Server 2003の起動後にネットワークアダプタなどのドラ 
イバの変更、または追加する場合は、オンラインドキュメントの 
「Microsoft Windows Server 2003 Standard Edition/Microsoft 
Windows Server 2003 Enterprise Edition インストレーシヨンサ 
プリメントガイド」を参照してください。 


1. 周辺装置、本体の順に電源を 0 N にする。 



• 0 S をインストールするときに M 0 装置を接続したまま作業を行うと、イ 
ンストールに失敗することがあります。失敗した場合は、 M 〇装置を外 
してインストールを最初からやり直してください。 

• 〇 S をインストールするハードディスクドライブ以外のハードディスク 

ドライブを接続する場合は、〇 S をインストールした後から行ってくだ 
さし 、0 

• 論理ドライブを複数作成している場合は、「論理ドライブが複数存在す 
る場合の再セットアップ手順」 （48 ぺージ)を参照してください。 


2. 本体の CD - ROM ドライブに 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - ROM をセットする。 

3. CD-ROM をセットしたら、リセットする （く Ctrl〉 + く Alt 〉 十く Delete 〉 キーを押 
す）か、電源を 0FF/0N してシステムを再起動する。 

CD - R 〇 M からシステムが立ち上がり、 EXPRESSBUILDER が起動します。 

4. [シームレスセットアップ]をクリックする。 

「お願い」が表示されます。 


■■a 糊 風 MiliBliMTOM 《側 MiW 曙 1 以 11 撕 1 画 


i u l: r ■ 罾 i# 




「シームレスセットアップ』とは < ハー ドウエア 
の内部的なパラメー？や状態©設定から OS、 各種 
ユーテ亍ィ©インストールまでを适付© 

CD-ROM rEXPRESSBUILDERj を使って切れ日な< 
(シームレXで）セットアップできる»自© 
セットアップ方法です • 



シームレXセットアップは*セットア夺 *5 
する前にセットアップに必要な情*を編集し 
フロッビーデイズクに保存し.セットアップ® BS 
にそ®情報を逐一読み出して自動的に一連©セッ 
トアップを進めるというも©です • 

こ®とぎ使用されるフロッビ4イスク©ことを 
「セットアップパラメータ FDJ と呼びます* 
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5. 記載内容をよく読んでから[確認]をクリックする。 

「セツ ト アップパラメータ FD を挿入してください。」というメッセージが表示されま 
す0 


お願い 

シームレスセットアップ終了後、セットアップ情報をノ v ックアップする 
ことをお勧めします。パックアップ情報が無いときは、修理復旧時に 
お客様の装置固有の情報や設定を復旧できなくなります。 

パックアップは、空きフロッピーディスクを1枚準備して、ツールで 
オフライン保守ユーテイリテイの「システム情報の管理」から「退避」 
を選択してください。 


[ 確認] 


6. 「セットアップパラメータ FD 」 をフロッピーディスクドライブにセットし、[確認] 
をクリックする。 



If エック| 


• 「セットアップパラメータ FD」 をお持ちでない場合でも、 1.44MB の 
DOS フォーマット済みフロッピーディスク（プランクディスク）をフ 
□ッビーディスクドライプにセットし、[確認]をクリックしてくださ 
い0 

• セツトしたセツトアップパラメータ FD は指示があるまで取り出さないで 
ください。 


[設定済みのセットアップパラメータ FD をセットした場合] 

セットした「セットアップパラメータ FD 」 内のセットアップ情報ファイルが表示さ 
れます。 

(1) インストールに使用するセツトアップ情報ファイル名を選択する。 


^ 選択されたセットアップ情報ファイルに修正できないような問題がある場合 

IIエック1 (たとえば ExpressPicnic Ver.4 以前で作成される 「Picnic-FD」 をセットしてい 
るときなど）、再度「セットアップパラメータ FD」 のセットを要求するメッセー 
ジが表示されます。セツトしたフロッピーディスクを確認してください。 



セットアップ情報ファイルを指定すると、「セットアップ情報ファイルのパラメータ 
の確認、修正を行いますか」といラメッセージが表示されます。 
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(2) 確認する場合は[確認]を、確認せずにそのままインストールを行ラ場合は、 
[スキッア]をクリックする。 

[確認]をクリック — 手順7へ進む 

[スキッア]をクリック — 手順8へ進む 

[ブランクディスクをセットした場合] 

(1) [ファイル名: ( A )] の下にあるボックス部分をクリックするか、く A 〉 キーを押 
す0 


入カボックスが表示されます。 


情報ファイル選択/入力 


ファイル名 : ( A ) 


U t 



▲ 

□ 

▼ 


確定 


戻る 
再読込 


(2) ファイル名を入力し、[確定]をクリックする。 

[オペレーティングシステムインストールメニュー]が表示されます。リスト 
には、この装置がサボートしている〇 S が表示されます。 

(3) リストボックスからインストールする [Windows Server 200 3] を選択す 

合 〇 


オペレーティングシステムインス I -ールメニュー 
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7. 0 S のインストール中に設定する内容を確認する。 

標準装備の RAID コントローラを使用しているか、または本体に RAID コント□—ラ 
が搭載されている場合は、[アレイディスクの設定]画面が表示されます。設定内容 
を確認し、必要なら修正を行ってから[次へ]をクリックしてください。 



次に、[基本情報]画面が表示されます。設定内容を確認し、必要なら修正を行って 
から[次へ]をクリックしてください（画面中の「対象マシン」は機種によって表 
示が異なります。） 

以降、画面に表示される[次へ]、[戻る]、[ヘルア]をクリックして設定を確認しな 
がら画面を進めてください。設定内容は必要に応じて修正してください。 


<表示例> 
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謂-〇 • OS をインス!-ールするパーティションは、必要最小限以上のサイズで 
Bfa 確保してください （24 ページ参照)。 

• 「パーティションの使用方法」で「既存パーティションを使用する」を 
選択すると、最初のパーティション（保守用パーティションを除く）の 
情報はフォーマツトされ、すべてなくなります。それ以外のパーティ 
シヨンの情報は保持されます。下図は、保守用パーティションが用意さ 
れている場合に情報が削除されるパーティションを示しています。 


第 1 パーティション 

く 保守用パーティション〉 

第2パーティション 

第 3 パーティション 

第4パーテイシヨン 

保持 

削除 

保持 

保持 


• ダイナミックディスクへアップグレードした八ードディスクドライブの 
既存のパーティションを残したまま再インス I -ールすることはできませ 
ん （24 ページ参照)。「パーティションの使用方法」で「既存パーティ 
ションを使用する」を選択しないでください。 

• 「パーティション」に4095 MB 以外を指定した場合は NTFS へのコン 
バートが必要です。 

• 「パーティションの使用方法」で「既存パーティションを使用する」を 
選択したとき、流用するパーティション以外（保守領域を除く）にパー 
ティションが存在しなかった場合、そのディスクの最大領域を確保して 
Windows Server 2003をインストールします 0 

• 設定内容に不正がある場合は、次の画面には進めません。 

• 前画面での設定内容との関係でエラーとなり、前画面に戻って修正し直 
さなければならない場合もあります。 

• ここでは日本語の入力はできません。使用者名と会社名を日本語で入力 
したい場合は、□グオン後に入力画面がポップアップされますので、そ 
の時に再入力し、設定してください。ここでは、仮の名前を入力してく 
ださい。 



• [基本情報]画面にある[再読込]をクリックすると、セットアップ情 
報ファイルの選択画面に戻ります。[再読込]は、[基本情報]画面にの 
みあります。 

• [コンピュータの役割]画面にある[終了]をクリックすると、その後 
の設定はシームレスセットアップの既定値を自動的に選択して、インス 
卜ールを行います。 


設定を完了すると自動的に再起動します。 
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8. オプションの大容量記憶装置ドライバのモジュールをコピーする。 

オプションの大容量記憶装置ドライバをインストールする場合は、大容量記憶装置 
に添付されているフ□ッピーディスクをフロッピーディスクドライブにセットし、 
メッセージに従つて操作してください。 


「大容量記憶装置用 OEM-FD」 をフロッピーディスク 
ドライブに挿入してください。 


0K 終了 


9. 追加するアプリケーションをインス I -ールする。 

シームレスセットアップに対応しているアプリケーションを追加でインストールす 
る場合は、メッセージが表示されます。 


追加するアプリケーションのインストール 
媒体を CD-ROM またはフロッピーディスク 
ドライブに}車入してください。 


OK 終了 


10. メッセージに従って 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - ROM とセットアップパラメータ 
FD を CD - ROM ドライブとフロッピーディスクドライブから取り出し、 

Windows Server 2003 CD - ROM を CD - ROM ドライブにセツトする 0 


[ソフトウ I ア使用許諸契約]画面が表示されます。 

11. よく読んでから、同意する場合は、[同意します]をクリックするか、く F 8> キーを 
押す。同意しない場合は、[同意しません]をクリックするか、 く F 3> キーを押す。 



同意しないと、セットアップは終了し 、 Windows Server 2003はインス 
■ョ トールされません。 


Windows Server 2003と指定したアプリケーションは自動的にインストールされ、 
システムに□ク'オンします。 
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12. PROSet をインストールする。 

PROSet は、ネットワークドライバに含まれるネットワーク機能確認ユーティリ 
ティです。 

PR 〇 Set を使用することにより、以下のことが行えます。 

- アダプタ詳細情報の確認 

- ループバックテスト、バケット送信テストなどの診断 
— Teaming の設定 

ネットワークアダプタ複数枚をチームとして構成することで、装置に耐障害性に優 
れた環境を提供し、装置とスイッチ間のスループットを向上させることができま 
す。 

このような機能を利用する場合は、 PROSet が必要になります。 

PR 〇 Set をインストールする場合は、以下の手順に従ってください。 

(1) 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - R 〇 M を CD - R 〇 M ドライブにセットする。 

(2) エクスプローラを起動す る。 

<標準の スタートメニューモー ドの手順> 

スタートメニューから[エクスプローラ]をクリックする。 

くクラシック スタートメニューモー ドの手順〉 

スター トメニューから[プログラム]、[アクセサリ] の 順にポイントし、[エクス 
プ□ーラ]をクリックする。 

(3) 「く CD-ROM のドライブレター〉: ¥ WINNT ¥ DOTNET ¥ BC 3¥ PROSET ¥ WS 03 XP 32 J 
ディレクトリ内の 「 PRQSET . EXE 」 アイコンを夕'ブルクリックする。 

[ Intel ( R ) PROSet - Installshield ウィザード]が起動します。 

(4) [次へ]をクリックする。 

(5) [使用許諸契約の条項に同意します]を選択し、[次へ]をクリックする。 

(6) [標準]を選択し、[次へ]をクリックする。 

(7) [インストール]をクリックする。 

[ InstallShield ウィザードを完了しました]ウィンドウが表示されます。 

(8) [完了]をクリックする。 

(9) システムを再起動する。 
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13. ネットワークドライバのセットアップをする。 

標準装備の2つのネットワークドライバは、自動的にインストールされますが、転 
送速度と Duplex モードの設定が必要です。 

(1) [有線ネットワーク用 Intel PR 〇 Set ] ダイアログボックスを表示する。 

<標準の スタートメニューモー ドの手順> 

スター トメニューから[コント□—ルパネル；|—[有線用 Intel PROSet ] をクリッ 
クする。 

く クラシック スタートメニューモー ドの手順〉 

1) スタートメニューから[設定]—[コントロールパネル]をクリックする。 

2) [有線用 Intel PROSet ] アイコンをタブルクリックする。 

(2) リスト中の [ Intel ( R ) PRO / 1000 MT Network Comention # 1] をクリックして 
選択する。 

(3) [速度]タブをクリックし、リンク速度とデュプレックス設定をハブの設定と同 
じ値に設定する。 

(4) リスト中の [ Intel ( R ) PRO / 1000 MT Network Connention #2] をクリックして 
選択する。 

(5) [速度]タブをクリックし、リンク速度とデュプレックス設定をハブの設定と同 
じ値に設定する。 

(6) [有線ネットワーク用 Intel PR 〇 Set ] タイア□グボックスの[適用]をクリックし、 
[〇 K ] をクリックする。 

以上で完了です。 

また、必要に応じてプロトコルやサービスの追力 □/ 削除をしてください。[ネット 
ワーク接続]からローカルエリア接続のプ□パティダイアログボックスを表示させ 
て行います。 



サービスの追加にて、 [ネッ トワー ク モニタ] を 追加する ことを お勧めし ます。 
[ネットワークモニタ] は、 [ネットワークモニタ] を インストールしたコン 
ピュー タが送受信する フレーム （またはパケット） を 監視する ことができます。 
ネット ワーク 障害の解析などに有効な ツールです。 インストー ルの 手順は、 こ 
の後の「障害処理のためのセットアップ」 を 参照してください。 


14. オプションのデバイスでドライバをインストールしていないものがある場合は、そ 
れそれを確実にインストールする。 

15. 38ページの「障害処理のためのセットアップ」を参照してセットアップをする。 

16. 45ページを参照してシステム情報のバックアップをとる。 

以上でシームレスセットアップを使ったセットアップは完了です。 
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オプシヨンのネットワークポードのドライバ 

N 8 104-84/ 103/113/104を使用する場合は、ドライバが自動的にインストールされますの 
で、ボード添付のドライバを使用しないでください。 

N 8104 -1 11/88/86を使用する場合は、 EXPRESSBUILDER CD-R 〇 M に格納されているドラ 
イパをインストールしてください。 

N81 04-1 11/88/86の場合 
「<CD-ROM のドライブレター>: 

¥WINNT¥D0TNET¥BC3¥PR0 1000 ¥WS03XP32」 

インストール手順が不明な場合は、インストレーシヨンサプリメントガイドのネット 
ワークドライバのインストール手順を参照してください。 




N 8 104- 103/104を搭載しているしている場合 

N 81 04-1 03/104を使用する場合は、 PROSet を起動し[詳細設定]夕 
ブより、 「 TCP セグメンテーションのオフ□ー ド」の値を「オフ」にし 
てください。 


アダプタフオルトトレランス ( AFT )/ アダプテイブロードバラン 
シング ( ALB ) のセットアップ 

アダプタフォルトトレランス ( AFT ) とは、複数のアダプタでグループを作り、使用されてい 
るアダプタに障害が発生した場合、自動的にグループ内の他のアダプタに処理を移行させる 
ちのです。 

また、アタ'プティブ □— ドバランシング ( ALB ) とは、複数のアダプタでグループを作り、本 
体から送信バケットをグループすべてのアダプタから行うことにより、スプールパケットを 
向上させるものです。この機能は AFT 機能を含んでいます。 

AFT/ALB 機能を使用する場合は以下の手順に従ってセツトアップしてください。 


1. [コントロールパネル]ダイア□グボックスで、[有線用 Intel(R) PROSet] アイコン 
をダブルクリックする。 

[有線ネットワーク用 Intel ( R ) PROSet ] ダイアログボックスが表示されます。 

2. リスト中の「ドライバ名」にマウスポインタを合わせ、右クリックする。 
プルダウンメニューが表示されます。 

3. [チームに追加]を選択し、[新規チームを作成]をクリックする。 

[チーム化ウィザード]ダイア□グボックスが表示されます。 

4. 「アダプタフオルトトレランス」または「アダブティブ□—ドバランシング」を 
選択して[次へ]をクリックする。 

5. [次へ]をクリックする。 

6. チームにするアダプタをチェックして[次へ]をクリックする。 
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7. [完了]をクリックする。 

[有線ネットワーク用 Intel ( R ) PR 〇 Set ] ダイアログボックスに戻ります。 

8. [適用]をクリックし、 [0K] をクリックする。 

9. システムを再起動する。 


• AFT / ALB のセットアップは、ドライバインストール後、必ず再起動し 
た後に行う必要があります。 

• アダプタフォルトトレランス ( AFT ) のグループとして J 旨定するアダプ 
夕は、同一八ブ、異なる八ブのどちらの接続でも使用可能ですが、異な 
る HUB に接続する場合は、すべて同一 LAN (同ーセグメント）上に存 
在する必要がありますので、カスケード接続にしてください。 

• アダプテイブロードバランシング ( ALB ) を使用する場合は、スイッチ 
ング八ブにのみ接続できます。 


グラフィックスアクセラレータドライバ 

次の手順に従ってグラフィックスアクセラレータドライバをインス I -ールしてください。イン 
ストールには添付の EXPRESSBUILDER CD - R 〇 M を使います。 

1. 「EXPRESS 巳 UILDER」CD-ROM を CD-ROM ドライブにセットし、スタートメ 
ニューの[プ□グラム]、[アクセサリ]の順にポイントし、[エクスプローラ]をク 
U ックする。 

2. 「く CD-ROM のドライブレター >:¥WINNT¥VIDEO¥RADEON 7000 ¥W2K3」 
ディレクトリ内の [SETUP.EXE] アイコンをダブルクリックする。 


胃"〇 N 81 15-02 アドバンスドリモートマネージメントカードを装着してリ 
モート KVM コンソールを利用する場合は、以下のディレクトリにある 
「 Setup . exe 」 を実行してグラフィックスアクセラレータドライバをインス 
卜ールしてください。 

く CD-ROM のドライブレター〉:¥N811 5-02¥VIDE0¥RADE0N7000 


ドライバのインストールが開始されます。 

3. メッセージに従って作業を進める。 

途中、"ディジタル署名が見つかりませんでした。..."とのメッセージが表示さ 
れる場合は、「はい」をクリックしてインストールを続けてください。 

4. 「EXPRESS 巳 UILDER」CD-ROM を CD-ROM ドライブわ、ら取り出し、画面の主旨 
示に従ってシステムを再起動する。 
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SCSI コント□ーラのドライバ 

SCSI コント□—ラ ( N 8103-65/75) を使用する場合は、次の手順でドライバをインストールし 
てください。インストールには 「Windows Server 2003 OEM-DISK for EXPRESSBUILDERJ 
と呼ばれるサポートディスクが必要です。「「サポートディスクとは」 （47 ページ)」を参照し 
てください。 

1. [スタートメニュー]—[コント□—ルパネル]—[管理ツール]—[コンピュータの管理] 
から[デバイスマネージャ ] を起動する。 

2. デバイスマネージャで不明なデバイスとして登録されている SCSI コント□—ラを 
ダブルクリックする。 

3. [ドライバの更新]をクリックする。 

4. ハードウエアの更新ウィザードが表示されますので、「一覧または特定の場所から 
インス!-ールする(詳細)」を選択し、[次へ]をクリックする。 

5. 「検索しないで、インストールするドライバを選択する」を選択し、[次へ]をク 
U ックする。 

6. [ディスク使用]をクリックする。 

7. フロッピーディスクドライブに 「Windows Server 2003 OEM-DISK for 
EXPRESSBUILDERJ をセットする。 

メニューが表示された場合は、メニューを終了してください。 

8. 製造元のファイルのコピー元に 「a:¥」 と入力し、 [0K] をクリックする。 

9. 以下のドライバを選択し、[次へ]をクリックする。 

N 8 103-65 使用時 ： [INITIO INI - A 10 XU 2 W SCSI Host Adapter ] 

N 8103 -75 使用時 ： [Adaptec SCSI Card 29320 ALP - Ultra 320 SCSI ] 


これでドライバのインストールは完了です。 

画面の指示に従ってシステムを再起動してください。 
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障害処理のためのセットアップ 

障害が起きたとき、より早く、確実に障害から復旧できるように、あらかじめ次のよラなセッ 
トアップをしておいてください。 

メモリダンプ（デバッグ情報）の設定 

本体内のメモリダンプ（デバッグ情報）を採取するための設定です。 


メモリダンプの注意 

• メモリダンプの採取は保守サービス会社の保守員が行います。お客様は 
メモリダンプの設定のみを行ってください。 

• ここで示す設定後、障害が発生し、メモリダンプを保存するために再起 
動すると、起動時に仮想メモリが不足していることを示すメッセージが 
表示される場合がありますが、そのまま起動してください。起動し直す 
と、メモリダンプを正しく保存できない場合があります。 


次の手順に従って設定します。 

1. スタートメニューから[コント□—ルパネル]を選び、[システム]をクリックす 
る 0 

[システムのプロパティ]ダイアログボックスが表示されます。 

2. [詳細設定]タブをクリックする。 

3. [起動と回復]ボックスの[設定]をクリックする。 
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4. テキストボックスにデバッグ情報を書き込む場所を入力する。 

< D ドライブに 「 MEM 〇 RY . DMP 」 というファイル名で書き込む場合> 

D:¥MEMORY.DMP 




• デバッグ情報の書き込みは[完全メモリダンプ]を指定することを推奨 
します。ただし、搭載メモリサイズが 2 GB を超える場合は、[完全メモ 
リダンプ]を指定することはできません(メニューに表示されません)。 
その場合は、[カーネルメモリダンプ]を指定してください。 

• 本装置に搭載しているメモリサイズ +12 MB 以上(メモリサイズが 2 GB 
を超える場合は、2048 MB +12 MB 以上)の空き容量のあるドライブを 
指定してください。 

• メモリ増設により搭載メモリサイズが 2 GB を超える場合は、メモリ増設 
前にデバッグ情報の書き込みを[カーネルメモリダンプ]に変更してく 
ださい。また、メモリ増設により採取されるデバッグ情報(メモリダン 
プ)のサイズが変わります。デバッグ情報(メモリダンプ)の書き込み先ド 
ライブの空き容量を確認してください。 
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5. [パフォーマンス]ボックスの[設定]をクリックする。 

[パフォーマンスオプション]ウィンドウが表示されます。 


システム®ブ n パテイ 


全肢Iコンビユ-夕名|ハ-ドウIア lliil：]| 自劫更新丨リモ-卜| 

Administrator としてログオン Ufe い埸合は、これら (D ほとんどの変更はできません。 


「パフォーマンス 

視覚幼果、ブ□セクサのスケジュール、少 E リ使用、およ 1) 仮想メモリ 


ユーザープ□ファイル 
□ヴォンに閎連したデスクトッブ設定 


ぺ 設定⑤ J j 


設定 (£) 一 


起劾と回復 

システム起勅、システム睹筈、およ U デパック牾報 


設定 ( D 」 

璟墳変贈| I ラ-報告 ( B > 一 


0K I キゃンセル」 適用⑻ 


6. [パフオーマンスオプション]ウインドウの[詳細設定]タブをクリックする。 





視覚 効/ 1詳細設定| 

^(DWindcj^ のデザインとパフォーマンス(こ使う設定を逞択してくださ 

醒 ■IMS 

r デザインを優先 t る迫〉 
r パフォーマンスを優先する0 
r カスタム◎: 

0ウィンドウとボタン(こ視覚スタイルを使用する - 

□ ウィンドウを最大化や最小化するときにアニメーションで表示する 
□ コンボポ叻スをスライドして閉く 
□ スクリーンフォントの緣を涓らかにする 
□タスクパーポタンをスライドする 

□ デスクトッブのアイコン名に影を付ける . 

□ ドラッグ中にウィンドウの内容を表示する 
ロヒントをフ I ードまたはスライドで表示す s 
□ フォルタでよく使用するタスクを使用する 

□ マウスポインタの下に彩を表示抑 ▼ 


0K 


キやンセル 


適用⑻ 
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7. [仮想メモリ]ボックスの[変更]をクリックする。 



8. [選択したドライブのページングファイルサイズ]ボックスの[初期サイズ]を 
[推奨]値以上に変更し、[設定]をクリックする。 



• 必ず 0 S ノ v ° —ティションに上記のサイズで作成してください。ページン 
グファイルの[初期サイズ]を「推奨」値未満に設定すると正確なデ 
バッグ情報（メモリダンプ）を採取できない場合があります。 

• 「推奨」値については、「作成するパーティションサイズについて (24 
ページ)」を参照してください。 

• メモリを増設した際は、メモリサイズに合わせてページングフアイルの 
再設定を行ってください。 


9. [0K] をクリックする。 

設定の変更内容によってはシステムを再起動するよラメッセージが表示されます。 
メッセージに従って再起動してください。 
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ワトソン博士の設定 

Windows ワトソン博士はアプリケーションエラー用のデバッガです。アプリケーションエ 
ラーを検出するとシステムを診断し、診断情報（ログ）を記録します。診断情報を採取できる 
よラ次の手順に従って設定してください。 


1. スタートメニューの[ファイル名を指定して実行]をクリックする。 

2. [名前]ボックスに 「drwtsn32.exe」 と入力し、 [0K] をクリックする0 

[Windows ワトソン博士]ダイアログボックスが表示されます。 



3. [□グファイルパス]ボックスに診断情報の保存先を指定する。 


JLJxJ 


□ヴファイル )Wi 

クラッシュタン ブ磉 
WAVE ファイル0: 

インストラクシヨンの数 <P: 
保存 t るエラ'-数妙： 

^ ノ 〆 -!• y •メ y v ノ只只 \jj 

オブシヨン 


fT |)tion Data¥Microsoft¥Dr Watson 

参照(珍... T 

l |C：¥ Documents and Settings¥Adr 

#PS(0)... | 



V 完全 （NT4 互換〉 


w 获ンブ シンポル 

17 t ベてのスレッド]ンテキストをタンブ⑻ 
W 既存のロヴファイルに适加⑤ 
r メゥセ-ジポックスによる通知 (u) 

厂音による通知⑤ 

W クラッシュダンプファイルの作成① 


フ> ノリケーシヨン I ラー(段 


クリァ ◎ J 


OK 」 _キゃンセルI ヘルブ (H) 


rDRWTSN 32. LOG 」 というファイル名で保存されます。 


ネットワークパスは指定できません。口ーカルコンピュータ上のパスを指定し 
Hi ック I てください。 
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4. [クラッシュダンプ]ボックスにクラッシュダンプファイルの保存先を指定する。 



「クラッシュダンプファイル」は Windows Debugger で読むことができるバイナ 
リファイルです。 


5. [オプション]ボックスにある次のチェックボックスをオンにする。 

— ダンプシンボル テーブル 

— すべてのスレッドコンテキストをダンプ 

- 既存の□グファイルに追加 

- クラッシュダンプファイルの作成 


それぞれの機能の説明についてはオンラインヘルプを参照してください。 


6. [ OK ] をクリックする。 


ネットワークモニタのインストール 

ネットワークモニタを使用することにより、ネットワーク障害の調査や対処に役立てることが 
できます。ネットワークモニタを使用するためには、インストール後、システムの再起動を行 
う必要がありますので、障害が発生する前にインストールしておくことをお勧めします。 

1. スタートメニューから[設定]をポイントし、[コント□—ルパネル]をクリック 
する。 

[コントロールパネル]ダイアログボックスが表示されます。 

2. [プ□グラムの追加と削除]アイコンをダブルクリックする。 

[プログラムの追加と削除]ダイアログボックスが表示されます。 

3. [ Windows コンポーネントの追加と削除]をクリックする。 

[ Windows コンポーネントウィザード]ダイアログボックスが表示されます。 

4. コンポーネントの[管理とモニタツール]チェックボックスをオンにして[次へ] 
をクリックする。 

5. ディスクの挿入を求めるメッセージが表示された場合は 、 Windows Server 
2003 CD - ROM を CD - ROM ドライブにセットして [0 K ] をクリックする。 

6. [ Windows コンポーネントウィザード]ダイア□グボックスの[完了]をクリッ 
クする。 

7. [プ□グラムの追加と削除]ダイア□グボックスの[閉じる]をクリックする。 

8. [コント□ールパネル]ダイア□グボックスを閉じる。 

ネットワークモニタは、スタートメニューから[プログラム] — [管理ツール]をポイント 
し、[ネットワークモニタ]をクリックすることにより、起動することができます。 
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管理ユーティリティのインストール 

添付の rEXPRESSBUILDERJ CD - R 〇 M には、監視用の 「 ESMPRO / ServerAgent 」 および管 
理用の 「 ESMPRO / ServerManager 」 などが収録されています。 ESMPRO / ServerAgent は、 
シームレスセットアップで自動的にインストールすることができます。 

[スタート]メニューの[プログラム]やコント ロール パネルにインストールした ユー ティリ 
ティのフォルタ'があることを確認してください。シームレスセットアップの設定でインストー 
ルしなかった場合は、第3編の「ソフトウェア編」を参照して個別にインストールしてくださ 
い0 



ユーティリティには、ネットワーク上の管理 pc にインストールするものもあ 
ります。詳しくは第3編の「ソフトウヱア編」を参照してください。 


システムのアップデート 

システムのアップデートは、次のような場合に行います。 

• システム構成を変更した場合 

(内蔵オプションの機器を取り付け/取り外しをした場合） 

• システムを修復した場合 

• バックアップ媒体からシステムをリストアした場合 

(サービスパック関連の Express 5800用差分モジュールを適用したシステムの場合は、 
再度 RUR のフロッピーディスクを使用して Express 5800用差分モジュールを適用して 
ください。このときサービスパックを再適用する必要はありません。） 

管理者権限のあるアカウント （ Administrator など）で、システムに□グインした後、本体の 
CD - R 〇 M ドライブに rEXPRESSBUILDERJ CD - ROM をセットしてください。 

表示された画面「マスターコントロールメニュー」の[ソフトウェアのセットアップ]を左ク 
リックし、メニューから[システムのアップデート]をクリックすると起動します。以降は画 
面に表示されるメッセージに従って処理を進めてください。 


EXPRESS BUILDER 


〇オンラインドキユ，ント 
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システム情報のバックアップ 

システムのセットアップが終了した後、オフライン保守ユーティリティを使って、システム情 
報をバックアップすることをお勧めします。 

システム情報のバックアップがないと、修理後にお客様の装置固有の情報や設定を復旧（リス 
トア）できなくなります。次の手順に従ってバックアップをとってください。 

1. 3.5 インチフロッピーディスクを用意する。 

2. 「 EXPRESS 巳 UILDER 」 CD - ROM を本体装置の CD - ROM ドライブにセットして、 
再起動する。 

EXPRESSBUILDER から起動して 「 EXPRESSBUILDER トップメニュー」が表示さ 
れます。 

3. [ツール]—[オフライン保守ユーティリティ]を選ぶ。 

4. [システム情報の管理]から[退避]を選択する。 

以降は画面に表示されるメッセージに従って処理を進めてください。 


応用セツトアツ 


システムの環境やインストールしようとするオペレーティングシステムによっては、特殊な手 
順でセットアツプしなければな6ない場合があります。 


シームレスセットアップ未対応の大容量記憶装置コント□ーラ 
を利用する場合 

最新のディスクアレイコント□—ラなど、本装置に添付の EXPRESSBUILDER に対応していな 
い大容量記憶装置コントローラが接続されたシステムにおいて、〇 S の再インストールなどを 
する場合は、次の手順でセツトアップしてください。 



• ビルド•トウ•才ーダーにより、〇 S 組み込み出荷された状態からセッ 
トアップを開始する場合には、本操作を行う必要はありません。 

• シー厶レスセットアップに対応しているボードの_覧については、次の 
WEB サイトから参照できます（「サボート•システム支援」から 

「 ExpressPicnic 」 をクリックしてくださし、 ） 〇 

http :// www . ace . comp . nec . co . jp / 


1. セツトアップしようとする大容量記憶装置コント□—ラの説明書を準備する。 



本書の内容と大容量記憶装置コントローラの説明書との内容が異なる場合は、 
大容量記憶装置コントローラの説明書を優先してください。 
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2. ディスクアレイコント□—ラの場合は、コント□—ラの説明書に従って RAID の設 
定を行う。 

RAID 設定の不要な大容量記憶装置コン ト □—ラの場合は、手順3へ進んでください。 

3. EXPRESSBUILDER CD - ROM からシステムを起動させる。 

4. シームレスセットアップを実行し、次のような内容に設定されていることを確認す 
る 0 

- アレイディスクの設定画面が表示された場合は、[既存の RAID を使ラ]を 
チェックする 

コントローラによっては、設定画面が現れないことがあります。 


-[大容量記憶装置用〇 EM - FD の適用をする]をチェックする 

このオプションをチェックすることで、フロッピーディスクで提供されている 
ドライバを読み込ませて、シー厶レスセットアップを進めることができます。 

5. シームレスセットアップの途中で[大容量記憶装置用ドライバ]をコピーする。 

大容量記憶装置コント□ーラに添付されているフ□ッピーディスクをフ□ッピー 
ディスクドライブにセツトし、以降は画面のメッセージに従って操作してください。 




「犬容量記憶装置用 OEM - FD 」 をフロッピーディスク 
ドライブに J 車入してください。 


OK 終了 


マニュアルセットアップ 

オペレーティングシステムのインス I -ールは、シームレスセットアップを使用することをお勧 
めしていますが、特殊なインストールに対応する場合、マニュアルセットアップが必要になる 
ことがあります。 

シームレスセットアップを使わずに Windows Server 2003をインストールする方法について 
は、 EXPRESSBUILDER に格納されているオンラインドキュメント 「Microsoft Windows 
Server 2003 Standard Edition/Microsoft Windows Server 2003 Enterprise Editi 〇门 インス 
トレーシヨンサプリメントガイド」を参照してください。また、あらかじめ EXPRESSBUILDER 
から、「サポートディスク」を作成しておいてください。 


✓ オプションボードを接続する場合は、オプションボードに添付の説明書も併せ 
Ifl^l て参照してください。 
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サボートディスクとは 

シームレスセットアップを使わずに再セットアップするときの手順「マニュアルセットアッ 
プ」では 、 「Windows Server 2003 OEM-DISK for EXPRESSBUILDER 」 と呼ばれるサポー 
トディスクが必要です。 

「Windows Server 2003 OEM-DISK for EXPRESSBUILDERJ には 、 Windows Server 2003 
のインストールで必要となる RAD コント□ーラや SCSI コントローラのドライバなどが含ま 
れています。マニュアルセットアップを始める前に 「Windows Server 2003 OEM-DISK for 
EXPRESSBUILDERJ を用意してください。 


1. 3.5 インチフ□ッピーディスクを1枚用意する。 

2. 周辺装置、本体の順に電源を ON にする。 

3. 本体の CD - ROM ドライブに添付の 「EXPRESSBUILDERJ CD - ROM をセットす 
る 0 

4. CD - ROM をセットしたら、リセットする （< Ctrl >+ く Alt 〉 十く Delete 〉 キーを押す） 
か、電源を OFF / ON してシステムを再起動する。 

CD - R 〇 M からシステムが立ち上がり、 EXPRESSBUILDER が起動します。 

5. [ツールメニュー]から[サボートディスクの作成]を選択する。 

6. [サボートディスク作成メニュー]から [Windows Server 2003 OEM-DISK 
for EXPRESS 巳 UILDER ] を選択する。 

7. 画面の指示に従ってフロッピーディスクをセットする。 

「Windows Server 2003 OEM-DISK for EXPRESSBUILDERJ が作成されます。 

作成した 「Windows Server 2003 OEM-DISK for EXPRESSBUILDERJ はライト 
プ□テクトをし、ラベルを貼って大切に保管してください。 

Windows(Windows 95以降 、 Windows NT 4.0 以降)が動作するコンピュータをお持ちの場合 
は、 Windows 上で EXPRESSBUILDER CD - R 〇 M をセットすると起動する「マスターコント 
□—ルメニュー」から Windows Server 2003 OEM-DISK for EXPRESSBUILDER を作成す 
ることもできます。 
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論理ドライブが複数存在する場合の再セツトアツプ手順 

再セツ ト アップをはじめる前に、万一の場合に備えて必ずデータのバックアップを行ってくだ 
さい。 


再セットアップ手順 

1. 本書および「インストレーシヨンサプリメントガイド」の手順に従ってマニュアル 
セットアップを開始する。 

2. 次のメッセージが表示されたら、 0 S をセツトアップしたいパーティションを選択 
する。 


次の一覧には、このコンピュータ上の既存のパーティションと未使用の 
領域が表示されています。 

上下の方向キーを使って、一覧からパーティションを選択してください。 


詞_〇 システムポリューム、またはブートボリュームのドライブ文字はセットアップ 
完了後は修正できません。この画面で正しいドライブ文字が割り当てられてい 
ることを確認してからセツトアツプを続行してください。 


3. 本書および「インストレーシヨンサプリメントガイド」の手順に従ってマニュアル 
セツトアップを続行する。 

以上で完了です。 



セットアップ完了後、再セットアップ前とドライブ文字が異なる場合がありま 
す。ドライブ文字の修正が必要な場合は次項の「ドライブ文字の修正手順」に 
従ってドライブ文字を変更してください。 


ドライブ文字の修正手順 

以下の手順では、システムボリューム、またはブートボリュームのドライブ文字は変更できま 
せん。ご注意ください。 

1. [スタートメニュー]から[マイコンピュータ]を右クリックし、[管理]を選択して[コ 
ンピュータの管理]を起動する。 

2. 左側のウィンドウの中から、[ディスクの管理]を選択する。 

3. ドライブ文字を変更したいボリュームを選択して右クリックし、[ドライブ文字と 
パスの変更]を選択する。 

4. [変更]をクリックする。 

5. [次のドライブ文字を割り当てる]をクリックし、割り当てたいドライブ文字を選択 
する。 

6. [0 K ] をクリックする。 








7. 以下の確認メッセージが表示されたら、[はい]をクリックする。 


ボリュームのドライブ文字を変更すると、プログラムが動作しないことが 
あります。このドライブ文字を変更しますか？ 

8. [コンピュータの管理]を終了する。 

以上で完了です。 
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Windows 2000 のセットアップ 


ハードウエアのセットアップを完了してから 、 Windows 2000やシステムのセットアップを 
します。再インス!'''ールの際にも参照してください。 


カスタムインス I ルモデルのセットアップ 


「ビルド•トゥ • オーダー」で「カスタムインストール」を指定して購入された本体のハード 
ディスクドライブは、お客様がすぐに使えるようにパーティションの設定から、〇 S 、 本装置 
が提供するソフトウェアがすべてインストールされています。 


^ ここで説明する手順は、「カスタムインストール」を指定して購入された製品 
IIエック| で初めて電源を〇 N にするときのセットアップの方法について説明していま 
す。再セットアップをする場合や、その他の出荷状態のセットアップをする場 
合は、「シームレスセットアップ」を参照してください。 


セットアップをはじめる前に（購入時の状態について) 

セツトアップを始める前に次の点について確認してください。 


本体のハードウェア構成（ハードディスクドライブのパーティシヨンサイズも含む）やハード 
ディスクドライブにインストールされているソフトウェアの構成は、購入前のお客様による 
オーダー（ビルド•トゥ•オーダー）によって異なります。 

下図は、ハードディスクドライブのパーティション構成について図解しています。 



空きエリア 


Windows 2000 


保守用パーティション 


ハー ド デイ スクドライブ 


セットアップの手順 

次の手順で本体を起動して、セットアップをします。 

1. 周辺装置、本体の順に電源を ON にし、そのまま Windows を起動する。 

[Windows 2000 Server セットアップ]画面が表示されます。 

2. [次へ]をクリックする。 

[使用許諸契約]画面が表示されます。 
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3. [同意します]にチェックをして、[次へ]をクリックする。 

以降、使用者名やプ□ダクトキーなどの設定画面が次々と表示されます。 

4. 画面の指示に従って必要な設定をする。 

セットアップの終了を知らせる画面が表示されます。 

5. [完了]をクリックする。 

システムが再起動します。 

6. 再起動後、システムに□グオンする。 

7. 64ページの手順13以降を参照して、 PROSet のインス I ルとネットワークド 
ライバの詳細設定、グラフィックスアクセラレータのセットアップをする。 

8. オプションのデバイスでドライバをインストールしていないものがある場合は、ド 
ライバをインス I -ールする。 

9. 69ページを参照して障害処理のためのセットアップをする。 

10. 出荷時にインス I -ール済みのソフトウェアの設定およびその確認をする。 

インス I -ール済みのソフトウェアはお客様が購入時に指定したものがインストール 
されています。例として次のようなソフトウェアがあります。 

— ESMPRO/ServerAgent 

- エクスプレス通報サービス* 

— Power Console Pius* 

— Adaptec Storage Manager - Browser Edition* 

上記のソフトウェアで 「*」 印のあるものは、お客様でご使用になる環境に合った状 
態に設定または確認をしなければならないソフトウェアを示しています。「ソフト 
ウェア編」の「本体用バンドルソフトウェア」を参照して使用環境に合った状態に 
設定してください。 

カスタムセットアップで出荷された場合、インス!-ールされているサービス 
Bto パックのバージョンと、装置に添付されているサービスパックのバージョンが 
異なる場合があります。 

本体にインストールされているサービスパック以降のバージョンが添付され 
ている場合は、本体に添付の 「Windows 2000 RURx 対応 (Service Pack 
x ) インス I -ール手順書」を参照してサービスパックのインス I -ールを行ってく 
ださい。サービスパック情報に関しては、下記サイトより詳細情報を確認して 
ください。 

[8 番街] http :// nec 8. com / 


11. 76ページを参照してシステム情報のバックアップをとる。 


以上でカスタムインストールで購入された製品での初めてのセットアップは終了です。再セッ 
トアップをする際は「シームレスセットアップ」を使ってください。 
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EXPRESSBUILDER の「シームレスセットアップ」機能を使ってセットアップをします。 

「シームレスセットアップ」とは、ハードウェアの内部的なパラメータや状態の設定からオペ 
レーティングシステム （ Windows 200⑴、各種ユーティリティのインス!ルまでを添付の 
rEXPRESSBUILDERJ CD - R 〇 M を使って切れ目なく（シームレスで）セットアップできる 
Express 5800シリーズ独自のセットアップ方法です。ハードディスクドライブを購入時の状 
態と異なるパーティション設定で使用する場合や〇 S を再インストールする場合は、シームレ 
スセツトアップを使用してください。煩雑なセツトアップをこの機能が代わって行います。 



[Express 5800シ , ]ーズ EXPRES^UlLD^R Ver3.xxxx-X Copyri§ht(UNEC Corporat 1 on200^ 


「シームレスセットアップ j とは~ ドウエア 

©内部的なパラメー？や状態の設定から OS、 各種 
ユー亍ィ _J ティ®インストールまでを添付の 
CD-ROM rEXPRESSBUILDERJ を使って切れ S なく 
(シームレスで）セットアップできる独自© 

セットアップ方法です • 

八ードディスクを K 入時©状態と異なるパーティ 
〇ヨン設定で使用する場合や OS を再インストール 
する)»会!^シームレスセットアップを使用して 
ください* ットアップをこの檐が代 

わって行います • ノ 

シームレ X セットアップは~セットプ^ 

する前にセットアップに必要な情*を編集し 
フロッビーディスクに保存 U セットアップの BK 
にその情*を逐一読み出して自動的に一連のセッ 
トアップを進 ft るというも®です • 

こ®とぎ使用されるフロッビ4ィズク®ことを 
「セットアップパラメータ FDJ と呼びます。 


シームレスセットアップは、セットアップを開始する前にセットアップに必要な情報を編集し 
フ□ッピーディスクに保存し、セットアップの際にその情報を逐一読み出して自動的に一連の 
セットアップを進めるというものです。このとき使用されるフロッピーディスクのことを 
「セットアップ パラメータ FD 」 と呼びます。 





シームレスセットアップを使用しないインストール方法など、特殊なセット 
アップについては、この章の最後に記載している「応用セットアップ」で説明 
しています。 













導入編 53 



• 「セットアップ パラメータ FD 」 とは シームレス セットアップの途中で設 
定 • 選択する情報が保存されたセットアップ用ディスクのことです。 

シームレス セットアップは、この情報を基にしてすベてのセットアップ 
を自動で行います。この間は、本体のそばにいて設定の状況を確認する 
必要はありません。また、再インストールのときに前回使用したセット 
アップパラメータ FD を使用すると、前回と同じ状態にセットアップする 
ことができます。 

• セッ ト アップパラメー タ FD は EXPRESSBUILDER パッケージの中のブ 
ランクディスクをご利用くださし、。 

• セッ ト アップ パラメータ FD は EXPRESSBUILDER にある 
「 ExpressPicnic ®」 を使って事前に作成しておくことができます 0 

事前に「セットアップパラメータ FD 」 を作成しておくと、シー厶レス 
セットアップの間に入力や選択しなければならない項目を省略すること 
ができます。（セットアップパラメータ FD にあるセットアップ情報は、 
シームレスセットアップの途中で作成•修正することもできます）。本 
装置の他に Windows 95/98/ Me、Windows NT 3.51 以降 、 Windows XP / 
2000または Windows Server 2003で動作しているコンピュータがお手元 
にある場合は、 ExpressPicnic を利用してあらかじめセットアップ情報を 
編集しておくことをお勧めします。 

• ExpressPicnic を使ったセットアップパラメータ FD の作成方法について 
は、222ぺージで説明しています。 


OS のインストールについて 

〇 s のインストールを始める前にここで説明する注意事項をよく読んでください。 

本装置がサボートしている OS について 

本装置がサポートしている〇 S は次のとおりです。 

• Microsoft ® Windows ® 2000 Server 日本語版（以降 、 「Windows 2000」と呼ぶ） 

• Microsoft ® Windows ® 2000 Advanced Server 日本語版（以降 、 「Windows 2000」 

と呼ぶ) 

その他の〇 S をインストールするときはお買い求めの販売店または保守サービス会社にお問い 
合わせください。 


BIOS の設定について 

Windows 2000をインストールする前にハードウェアの BIOS 設定などを確認してください。 
BIOS の設定には 、 Windows 2000から採用された新しい機能（プラグ•アンド • プレイや 
USB インタフェースへの対応など）に関する設定項目があります。「システム BIOS 
( SETUP )」（168 ページ）を参照して設定してください。 
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Windows 2000につし、て 

Windows 2000は、シームレスセツトアップでインストールできます。ただし、次の点につ 
いて注意してください。 


• インストールを始める前にオプションの増設や本体のセットアップ 
( BIOS やオプションポードの設定）をすベて完了させてください。 

• 弊社が提供している別売のソフトウェアパッケージにも、インストール 
に関する説明書が添付されていますが、本装置へのインストールについ 
ては、本書の説明を参照してください。 

• シームレスセットアップを完了した後に69ページを参照して「メモリ 
ダンプの設定」などの障害処理のための設定をしてください。 


• ミラー化されているポリユームへのインス I -ールについて 

[ディスクの管理]を使用してミラー化されているボリュームにインストールする場合 
は、インス!-ールの実行前にミラー化を無効にして、ベーシックディスクに戻し、イン 
ストール完了後に再度ミラー化してください。 

ミラーボリュームの作成あるいはミラーボリュームの解除および削除は[コンピュータ 
の管理]内の[ディスクの管理]から行えます。 

• MO 装置の接続について 

インス I -ール時に M 〇装置を接続したままファイルシステムを NTFS に設定すると、ファ 
イルシステムが正しく変換されない場合があります。ファイルシステムが正しく変換さ 
れなかった場合は、 M 〇装置を外してインストールを最初からやり直してください。 

• DAT 等のメディアについて 

シームレスセットアップでは、 DAT 等のインストールに不要なメディアはセットしない 
でください。 

• ハードディスクドライブの接続について 

〇 S をインストールするハードディスクドライブ以外のハードディスクドライブを接続 
する場合は、〇 S をインストールした後から行ってください。また、論理ドライブを複数 
作成している場合は、「論理ドライブが複数存在する場合の再セットアップ手順」 （79 ペー 
ジ)を参照してください。 

• 作成するパーテイシヨンサイズについて 


システムをインストールするパーティションの必要最小限のサイズは、次の計算式から 
求めることができます。 

インス I -ールに必要なサイズ+ページングファイルサイズ+ダンプファイルサイズ 

インストールに必要なサイズ=1000 MB 

ページングファイルサイズ（推奨）=搭載メモリサイズ X 1.5 

ダンプファイルサイズ=搭載メモリサイズ +12 MB 





導入編 55 


wO • 上記べージングファイルサイズはデバッグ情報(メモリダンプ）採取の 
Bfa ために必要なサイズです。ページングファイルサイズの初期サイズを 

「推奨」値未満に設定すると正確なデバッグ情報（メモリダンプ）を採 
取できない場合があります。 

• 1つのノ v ° —ティシヨンに設定できるページングファイルサイズは最大で 
4095 MB です。搭載メモリサイズの1 .5 倍のサイズが4095 MB を超え 
る場合は、4095 MB で設定してください。 

• 搭載メモリサイズが 2 GB 以上の場合のダンプファイルの最大は 
「2048 MB +12 MB 」 以上です。 

• その他アプリケーション等をインストールする場合は、別途そのアプリ 
ケーシヨンが必要とするパーティションサイズを追加してください。 


例えば、搭載メモリサイズが51 2 MB の場合、必要最小限のパーティションサイズは、前 
述の計算方法から 

1000 MB + (512 MB X 1.5) + (512 MB + 12 MB ) = 2292 MB 
となります。 



シームレスセットアップでインストールする場合、必要最小限のパーティシヨ 
ンサイズは以下のように計算してくださし、。 

• Windows 2000サービスパックを適用しない場合 

「前述の必要最小限のパーティシヨンサイズ」もしくは 「4095 MB 」 のう 
ち、どちらか大きい方 

• Windows 200〇サービスパックを適用する場合 

「前述の必要最小限のパーティシヨンサイズ +850 MBJ もしくは 
「4095 MB 」 のうち、どちらか大きい方 


• ダイナミックディスクへアップグレードした八ードディスクドライブへの再インストー 

ルについて 


夕'イナミックディスクへアップグレードしたハードディスクドライブの既存のパーティ 
シヨンを残したままでの再インストールはできません。 

既存のパーティシヨンを残したい場合は 、 rEXPRESSBUILDERJ CD - R 〇 M に格納されて 
いるオンラインドキュメント 「Microsoft Windows 2000 Server/Microsoft Windows 
2000 Advanced Server インストレーシヨンサプリメントガイド」を参照して再インス 
トールしてください。 

インストレーシヨンサプリメントガイドにも夕'イナミックディスクへのインストールに 
関する注意事項が記載されています。 
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• ディスク構成について （「 MAINTE _ P 」 と表示されている領域について） 

ディスク領域に 「 MAINTE _ P 」 と表示された領域が存在する場合があります。構成情報 
やユーティリティを保存するための保守用パーテイシヨンです。削除しないでください。 



• サービスパックの適用について 

Express 5800シリーズでは、サービスパックを適用することができます。本体に添付さ 
れているサービスパック以降のサービスパックを使用する場合は、下記サイトより詳細 
情報を確かめた上で使用してください。 


[8 番街] http :// nec 8. com / 
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セットアップの流れ 

シームレスセツ トアップで行う セツ トアップの流れを図に示します。 



■戻る ■ 


■中止 ■ 


注意事項、制限事項の記載を読む 


確認 


インストール方法を選択する 


フロッピーディスクをセツトする 


確認 


セツトアップパラメータファイルを選択する 


新規ファイル 


0S を選択する 


. 既存のファイル 


セツトアップパラメータファイルのチェック 


正常 


異常設定の確認 • 修正を行うか選択する 


■再検索 ■ 


再選択 
■が必要 ■ 
な場合 


行ぅ 


行わない 


設定を確認 • 入力をする 


Windows CD-ROM をセツトする 


ソフトウェア使用許諾契約に同意する 


サービスパック CD-ROM をセツトする 
(サービスパックを適用する場合のみ） 



ディスクアレイのコンフィグレーション※1 

I 

再起動 

I 

保守用ノ v ° —ティションの作成 
I 

再起動 

1 

各種ユーティリティのインス I -ール 
1 

再起動※2 
I 

OS パーティションの作成 

I 

再起動 

I 

OS パーティションのフォーマツト 

i 

OS 差分モジュールのコピー 

I 

選択したアプリケーションのモジュールのコピー 


_ I :入力や選択が必要な作業 

I I :自動的に作業が進む内容 

※ l 標準装備または、オプションのコント□ーラが搭載されたシステムで、 「 RAID の新規作成」がチェックされて 
いる場合のみ実行される。 

※2 0 S の選択で[その他]を選択したときはここで終了する。 
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セットアップの手順 

次にシームレスセットアップを使ったセットアップの手順を説明します。 

セットアップパラメータ FD を準備してください。事前に設定したセットアップパラメータ FD 
がない場合でもインス I ルはできますが、その場合でも 1.44 MB の DOS フォーマット済みの 
フロッピーディスクが1枚必要となります。セットアップパラメータ FD は EXPRESSBUILDER 
パッケージの中のブランクディスクを使用するか、お客様でフロッピーディスクを1枚用意し 
てください。 


_-〇 • システムの構成を変更した場合は「システムのアップデート」を行って 
Pa ください。 

• Windows 2000の起動後にグラフィックスアクセラレータドライバや 
ネットワークアダプタなどのドライバの変更、または追加する場合は、 
オンラインドキユメントの 「Microsoft Windows 2000 Server / 
Microsoft Windows 2000 Advanced Server インストレーシヨン 
サプリメントガイド」を参照してください。 


1. 周辺装置、本体の順に電源を ON にする。 



• 〇 S をインストールするときに M 0 装置を接続したまま作業を行うと、イ 
ンストールに失敗することがあります。失敗した場合は、 M 〇装置を外 
してインストールを最初からやり直してください。 

• 〇 S をインストールするハードディスクドライブ以外のハードディスク 
ドライブを接続する場合は、〇 S をインストールした後から行ってくだ 
さい。 

• 論理ドライブを複数作成している場合は、「論理ドライブが複数存在す 
る場合の再セットアップ手順」 （79 ぺージ)を参照してください。 


2. 本体の CD-ROM ドライブに 「EXPRESSBUILDER」CD-ROM をセットする。 

3. CD-ROM をセットしたら、リセットする （<Ctrl> + く Alt〉 十く Delete〉 キーを押 
す）か、電源を 0FF/0N してシステムを再起動する。 

CD - R 〇 M からシステムが立ち上がり、 EXPRESSBUILDER が起動します。 

4. [シームレスセットアップ]をクリックする。 

「お願い」が表示されます。 
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5. 記載内容をよく読んでから[確認]をクリックする。 

「セツトアップパラメータ FD を挿入してください。」というメッセージが表示されま 
す。 


お願い 

シームレスセットアップ終了後、セットアップ情報をパックアップする 
ことをお勧めします。パックアップ情報が無いときは、修理復旧時に 
お客様の装置固有の情報や設定を復旧できなくなります。 

パックアップは、空きフロッピーディスクを1枚準備して、ツールで 
オフライン保守ユーテイリテイの「システム情報の管理」から「退避」 
を選択してください。 


[ 確認] 


6. 「セットアップパラメータ FD 」 をフロッピーディスクドライブにセットし、[確認] 
をクリックする。 


^ • 「セットアップパラメータ FD」 をお持ちでない場合でも、 1.44MB の 

I?エック I DOS フォーマット済みフロッピーディスク（プランクディスク）をフ 

□ッビーディスクドライブにセットし、[確認]をクリックしてくださ 
い0 

• セツトしたセツトアップパラメータ FD は指示があるまで取り出さないで 
ください。 


[設定済みのセットアップパラメータ FD をセットした場合] 

セットした「セットアップパラメータ FD 」 内のセットアップ情報ファイルが表示さ 
れます。 

(1) インストールに使用するセツトアップ情報ファイル名を選択する。 


選択されたセットアップ情報ファイルに修正できないような問題がある場合 
If エックI (たとえば ExpressPicnic Ver.3 以前で作成される 「Picnic-FD」 をセットしてい 

るときなど）、再度「セットアップパラメータ FD」 のセットを要求するメッセー 
ジが表示されます。セツトしたフロッピーディスクを確認してください。 



セットアップ情報ファイルを指定すると、「セットアップ情報ファイルのパラメータ 
の確認、修正を行いますか」といラメッセージが表示されます。 
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(2) 確認する場合は[確認]を、確認せずにそのままインス!-ールを行ラ場合は、 
[スキッア]をクリックする。 

[確認]をクリック — 手順7へ進む 

[スキッア]をクリック — 手順8へ進む 

[ブランクディスクをセットした場合] 

(1) [ファイル名: ( A )] の下にあるボックス部分をクリックするか、 < A > キーを押 
す。 

入カボックスが表示されます。 



(2) ファイル名を入力し、[確定]をクリックする。 

[オペレーティングシステムインストールメニュー ] が表示されます。リスト 
には、この装置がサボートしている〇 S が表示されます。 

(3) リストボックスからインストールする [Windows 200 0] を選択する。 


オペレーティングシステムインストールメニュー 
I Windows Server 2003 


Windows 2000 


その他 

戻る 
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7. OS のインストール中に設定する内容を確認する。 

標準装備の RAID コントローラを使用しているか、または本体に RAID コントローラ 
が搭載されている場合は、[アレイディスクの設定]画面が表示されます。設定内容 
を確認し、必要なら修正を行ってから[次へ]をクリックしてください。 



次に、[基本情報]画面が表示されます。設定内容を確認し、必要なら修正を行って 
から[次へ]をクリックしてください（画面中の「対象マシン」は機種によって表 
示が異なります。） 

以降、画面に表示される[次へ]、[戻る]、[ヘルア]をクリックして設定を確認しな 
がら画面を進めてください。設定内容は必要に応じて修正してください。 


<表示例> 
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謂-〇 • 0 S をインス!-ールするパーティションは、必要最小限以上のサイズで 
確保してください （54 ページ参照)。 

• 「パーティションの使用方法」で「既存パーティションを使用する」を 
選択すると、最初のパーティション（保守用パーティションを除く）の 
情報はフォーマットされ、すべてなくなります。それ以外のパーティ 
シヨンの情報は保持されます。下図は、保守用パーティションが用意さ 
れている場合に情報が削除されるパーティションを示しています。 


第 1 パーティション 

く 保守 用 パーティション〉 

第 2 パーティション 

第3パーティション 

第4パーテイシヨン 

保持 

削除 

保持 

保持 


• ダイナミックディスクへアップグレードした八ードディスクドライブの 
既存のパーティションを残したまま再インストールすることはできませ 
ん （55 ページ参照)。「パーティションの使用方法」で「既存パーティ 
ションを使用する」を選択しないでください。 

• 「パーティションの使用方法」で「新規に作成する」を選択したとき、 

「ノ V ° —ティション」の設定値は実領域以上または1 20 GB 以上の値を指定 
しないでください。 

• 「ノ〈ーティション」に4095 MB 以外を指定した場合は NTFS へのコン 
バートが必要です。 

• 「パーティションの使用方法」で「既存パーティションを使用する」を 
選択したとき、流用するパーティション以外（保守領域を除く）にパー 
ティションが存在しなかった場合、そのディスクの最大領域を確保して 
Windows 2000をインス I ^ールします。 

• 実領域が120 GB 以上になる場合は、パーティションサイズに「全領域」 
を指定しないでください。 

• 設定内容に不正がある場合は、次の画面には進めません。 

• 前画面での設定内容との関係でエラーとなり、前画面に戻って修正し直 
さなければならない場合もあります。 

• ここでは日本語の入力はできません。使用者名と会社名を日本語で入力 
したい場合は、□グオン後に入力画面がポップアップされますので、そ 
の時に再入力し、設定してください。ここでは、仮の名前を入力してく 
ださい。 



• [基本情報]画面にある[再読込]をクリックすると、セットアップ情 
報ファイルの選択画面に戻ります。[再読込]は、[基本情報]画面にの 
みあります。 

• [コンビユータの役割]画面にある[終了]をクリックすると、その後 
の設定はシームレスセットアップの既定値を自動的に選択して、インス 
卜ールを行います。 


設定を完了すると自動的に再起動します。 
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8. オプションの大容量記憶装置ドライバのモジュールをコピーする。 

オプションの大容量記憶装置ドライバをインストールする場合は、大容量記憶装置 
に添付されているフロッピーディスクをフロッピーディスクドライブにセットし、 
メッセージに従つて操作してください。 


「大容量記憶装置用 OEM - FD 」 をフロッピーディスク 
ドライブに}車入してください。 


0 K 終了 


9. 追加するアプリケーションをインス!-ールする。 

シームレスセットアップに対応しているアプリケーションを追加でインス I -ールす 
る場合は、メッセージが表示されます。 


追加するアプリケーションのインス1-ール 

媒体を CD - ROM またはフロ 

ッピーディスク 

ドライブに}車入してください。 



OK 

終了 



10. メッセージに従って 「EXPRESSBUILDER」CD-ROM とセットアップパラメー 
夕 FD を CD-ROM ドライブとフロッピーディスクドライブから取り出し、 

Windows 2000 CD-ROM を CD-ROM ドライブにセットする。 

[ソフトウ1ア使用許諸契約]画面が表示されます。 

11. よく読んでから、同意する場合は、[同意します]をクリックするか、く F8> キーを 
押す。同意しない場合は、[同意しません]をクリックするか、く F3> キーを押す。 



同意しないと、セットアップは終了し 、 Windows 2000はインス!-ールされ 
ません。 
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12. 基本情報で「サービスパックの適用」を[する]にした場合は、次の操作をする。 

(1) メッセージに従って Windows 2000 CD - R 〇 M を CD - ROM ドライブから取り出 
す。 

(2) メッセージに従って Windows 2000サービスパック4以降の CD - R 〇 M を CD - 
R 〇 M ドライブにセットする。 

Windows 2000と指定したアプリケーシヨンは自動的にインストールされ、システ 
ムにログオンします。 

13. PROSet をインス!-ールする。 

PR 〇 Set は、ネットワークドライバに含まれるネットワーク機能確認ユーティリ 
ティです。 

PR 〇 Set を使用することにより、以下のことが行えます。 

- アダプタ詳細情報の確認 

- ループバックテスト、バケット送信テストなどの診断 
— Teaming の設定 

ネットワークアダプタ複数枚をチームとして構成することで、サーバに耐障害性に 
優れた環境を提供し、サーバスイッチ間のスループットを向上させることができま 
す。 

このような機能を利用する場合は、 PROSet が必要になります。 

PR 〇 Set をインストールする場合は、以下の手順に従ってください。 

(1) 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - R 〇 M を CD - R 〇 M ドライブにセットする。 

(2) スタートメニューから[プログラム]、[アクセサリ]の順にポイントし、[エク 
スプ□ーラ]をクリックする。 

(3) 「< CD - R 〇 M のドライブレター >:¥ WINNT ¥ W 2 K ¥ BC 3¥ PROSET ¥ WIN 2 K 」 
ディレクトリ内の 「 PRQSET . EXE 」 アイコンをタフ'ルクリックする。 

[ Intel ( R ) PROSet - Installshield ウィザード]が起動します。 

(4) [次へ]をクリックする。 

(5) [使用許諸契約の条項に同意します]を選択し、[次へ]をクリックする。 

(6) [標準]を選択し[次へ]をクリックする。 

(7) [インストール]をクリックする。 

[ InstallShield ウィザードを完了しました]ウィンドウが表示されます。 

(8) [完了]をクリックする。 

(9) システムを再起動する。 


以上で完了です。 




導入編 65 


14. ネットワークドライバのセットアップをする。 

標準装備の2つのネットワークドライバは、自動的にインストールされますが、転 
送速度と Duplex モードの設定が必要です。 

(1) スタートメニューから[設定]—[コントロールパネル]をクリックする。 

(2) [有線用 Intel PR 〇 Set ] アイコンを夕'ブルクリックする。 

[有線ネットワーク用 Intel PROSet ] ダイアログボックスが表示されます。 

(3) リスト中の [ Intel ( R ) PRO / 1000 MT Network Comention # 1] をクリックして 
選択する。 

(4) [速度]タブをクリックし、リンク速度とデュプレックス設定をハブの設定値 
と同じ値に設定する。 

(5) リスト中の rintel ( R ) PRO / 1000 MT Network Connection #2 j をクリックし 
て選択する。 

(6) [速度]タブをクリックし、リンク速度とデュプレックス設定をハブの設定値 
と同じ値に設定する。 

(7) [有線ネットワーク用 Intel PROSet ] ダイアログボックスの[適用]をクリック 
し、[〇 K ] をクリックする。 

以上で完了です。 

また、必要に応じてプロトコルやサービスの追力 □/ 削除をしてください。[ネット 
ワークとダイヤルアップ接続]から□一カルエリア接続のプ□パティダイアログ 
ボックスを表示させて行います。 



サービスの追加にて、 [ネッ トワーク モニタ] を追加することをお勧めします。 [ 
ネッ トワーク モニタ] は、 [ネッ トワーク モニタ] をインストールしたコンピュー 
夕が送受信するフレーム（またはパケット）を監視することができます。ネッ 
トワーク障害の解析などに有効なツールです。インストールの手順は、この後 
の「障害処理のためのセットアップ」を参照してください。 
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15. 標準で装備されているグラフィックスアクセラレータ用ドライバをインスIルす 
る 0 


次の手順に従ってグラフィックスアクセラレータドライバをインストールしてくだ 
さい。インストールには添付の EXPRESSBUILDER CD - ROM を使います。 

オプションのグラフィックスアクセラレータボードを使用する場合は、そのボード 
に添付されている説明書に従ってドライバをインストールしてください。 

(1) 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - R 〇 M を CD - R 〇 M ドライブにセットし、スタートメ 
ニューの[プログラム]、[アクセサリ]の順にポイントし、[エクスプローラ]を 
クリックする。 

(2) r<CD-ROM(D ドライブ'レター xYWINNTYVIDEC ^ RADEOIX ^ OOC ^ WZK 」 

ディレクトリ内の [ SETUP . EXE ] アイコンを夕'ブルクリックする。 


興-〇 N 81 15-02 アドバンスドリモートマネージメントカードを装着してリ 
Bto モート KVM コンソールを利用する場合は、以下のディレクトリにある 
「 Setup . exe 」 を実行してグラフィックスアクセラレータドライバをインス 
卜ールしてください。 

く CD-ROM のドライブレター〉:¥N811 5-02¥VIDE0¥RADE0N7000 


ドライバのインストールが開始されます。 

(3) メッセージに従って作業を進める。 


• 途中、「ディジタル署名が見つかりませんでした。…」とのメッセージが 
表示される場合は、「はい」をクリックしてインストールを続けてくだ 
さい。 

• 途中 、 「DirectX Ver .8 がインス!ルされていない」とのメッセージ 
が表示される場合がありますが、そのまま「続行」をクリックしてくだ 
さい0 


(4) rEXPRESSBUILDERJ CD - R 〇 M を CD - R 〇 M ドライブから取り出し、画面の 
指示に従ってシステムを再起動する。 


16. オプションのデバイスでドライバをインストールしていないものがある場合は、そ 
れそれを確実にインスI-ールする。 

17. 69ページの「障害処理のためのセットアップ」を参照してセットアップをする。 

18. 76ページを参照してシステム情報のバックアップをとる。 

以上でシームレスセツトアップを使ったセツトアップは完了です。 


USB 2.0 ドライバ 

USB 2.0 ドライバは、購入時にインストール済みです。 

システムの修復や再セットアップの際は、システムのアップデートを行うと自動的にインス 
I '''ールされます。 
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オプシヨンのネットワークポードのドライバ 

オプションのネットワークボード ( N 8104 -84/1 11/88/86/103/1 13/104) を使用する場合 
は、インストレーションサプリメントガイドのネットワークドライバの再インストール手順 
を参考にし 、 EXPRESSBUILDER CD - R 〇 M に格納されているドライバをインス I ルしてく 
ださい。 

N81 04-1 11/88/86のドライバ 

[く CD-ROM のドライブレター >:¥WINNT¥W2K¥BC3¥PR0100¥WIN2K] 

N81 04-84/ 103/113/104のドライバ 

[<CD-ROM のドライブレター >:¥WINNT¥W2K¥BC3¥PR01000¥WIN2K] 


アダプタフォルトトレランス ( AFT )/ アダプティブロードバラン 
シング ( ALB ) のセットアップ 

アダプタフォルトトレランス ( AFT ) とは、複数のアダプタでグループを作り、使用されてい 
るアダプタに障害が発生した場合、自動的にグループ内の他のアダプタに処理を移行させる 
ちのです。 

また、アタブティブ□—ドバランシング ( ALB ) とは、複数のアダプタでグループを作り、本 
体から送信バケットをグループすべてのアダプタから行うことにより、スプールパケットを 
向上させるものです。この機能は AFT 機能を含んでいます。 

AFT/ALB 機能を使用する場合は以下の手順に従ってセットアップしてください。 

1. [コント□-ルパネル]ダイア□グボックスで、[有線用 Intel(R) PROSet] アイコン 
をダブルクリックする。 

[有線ネットワーク用 Intel ( R ) PROSet ] ダイアログボックスが表示されます。 

2. リスト中の「ドライバ名」にマウスポインタを合わせ、右クリックする。 

プルダウンメニューが表示されます。 

3. [チームに追加]を選択し、[新規チームを作成]をクリックする。 

[チーム化ウィザード]ダイアログボックスが表示されます。 

4. 「アダプタフォルトトレランス」または「アダブティブ□—ドバランシング」を 
選択して[次へ]をクリックする。 

5. [次へ]をクリックする。 

6. チームにするアダプタをチェックして[次へ]をクリックする。 

7. [完了]をクリックする。 

[有線ネットワーク用 Intel ( R ) PR 〇 Set ] ダイアログボックスに戻ります。 

8. [適用]をクリックし、 [0K] をクリックする。 



68 Windows 2000 のセツトアップ 


9. システムを再起動する。 


• AFT / ALB のセットアップは、ドライバインストール後、必ず再起動し 
た後に行う必要があります。 

• アダプタフォルトトレランス ( AFT ) のグループとして}旨定するアダプ 
夕は、同一八ブ、異なる八ブのどちらの接続でも使用可能ですが、異な 
る HUB に接続する場合は、すべて同一 LAN (同ーセグメント）上に存 
在する必要がありますので、カスケード接続にしてください。 

• アダプティブ□ー ドバランシング ( ALB ) を使用する場合は、スイッチ 
ング • 八ブにのみ接続可能です。 


SCSI コント□ーラのドライバ 

SCSI コント□—ラ ( N 8103 -65/75) を使用する場合は、次の手順でドライバをインストールし 
てください。インストールには 「Windows 2〇〇〇〇 EM-DISK for EXPRESSBUILDER 」 と呼 
ばれるサポートディスクが必要です。「「サボートディスクとは」 （78 ページ）」を参照してく 
ださい。 

1. [スタートメニュー]—[コント□—ルパネル]—[管理ツール]—[コンピュータの管理] 
から[デバイスマネージャ ] を起動する。 

2. デバイスマネージャで不明なデバイスとして登録されている SCSI コント□—ラを 
ダブルクリックする。 

3. [ ドライバの更新]をクリックする。 

4. 八ードウエアの更新ウィザードが表示されますので、「一覧または特定の場所から 
インストールする(詳細)」を選択し、[次へ]をクリックする。 

5. 「SCSI と RAID コント□—ラ」を選択し、[次へ]をクリックする。 

6. [ディスク使用]をクリックする。 

7. フロッピーディスクドライブに 「Windows 2000 OEM-DISK for 
EXPRESS 巳 UILDER」 をセットする。 

メニューが表示された場合は、メニューを終了してください。 

8. 製造元のファイルのコピー元に 「a:¥」 と入力し、 [0K] をクリックする。 

9. 以下のドライバを選択し、[次へ]をクリックする。 

N 8 103-65 使用時 ： [INITIO INI - A 1 〇 XU 2 W SCSI Host Adapter ] 

N 8103 -75 使用時 ： [Adaptec SCSI Card 29320 ALP - Ult 「 a 320 SCSI ] 


これでドライバのインストールは完了です。 

画面の指示に従ってシステムを再起動してください。 
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障害処理のためのセットアップ 

障害が起きたとき、より早く、確実に障害から復旧できるように、あらかじめ次のようなセッ 
トアップをしておいてください。 

メモリダンプ（デバッグ情報）の設定 

本体内のメモリダンプ（デバッグ情報）を採取するための設定です。 


メモリダンプの注意 

• メモリダンプの採取は保守サービス会社の保守員が行います。お客様は 
メモリダンプの設定のみを行ってください。 

• ここで示す設定後、障害が発生し、メモリダンプを保存するために再起 
動すると、起動時に仮想メモリが不足していることを示すメッセージが 
表示される場合がありますが、そのまま起動してください。起動し直す 
と、メモリダンプを正しく保存できない場合があります。 


次の手順に従って設定します。 

1. スタートメニューの[設定]をポイントし、[コントロールパネル]をクリックす 
る 0 

[コントロールパネル]ダイアログボックスが表示されます。 

2. [システム]アイコンをダブルクリックする。 

[システムのプ□パティ]ダイアログボックスが表示されます。 

3. [詳細]タブをクリックする。 

4. [起動/回復]をクリックする。 
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5. テキストボックスにデバッグ情報を書き込む場所を入力し、 [0K] をクリックす 
る 0 

< D ドライブに rMEMORY . DMPJ というファイル名で書き込む場合〉 

D :¥ MEM 0 RY.DMP 




• デバッグ情報の書き込みは[完全メモリダンプ]を指定することを推奨 
します。ただし、搭載メモリサイズが 2 GB を超える場合は、[完全メモ 
リダンプ]を指定することはできません(メニューに表示されません)。 
その場合は、[カーネルメモリダンプ]を指定してください。 

• 本装置に搭載しているメモリサイズ +12 MB 以上(メモリサイズが 2 GB 
を超える場合は、2048 MB +12 MB 以上)の空き容量のあるドライブを 
指定してください。 

• メモリ増設により搭載メモリサイズが 2 GB を超える場合は、メモリ増設 
前にデバッグ情報の書き込みを[カーネルメモリダンプ]に変更してく 
ださい。また、メモリ増設により採取されるデバッグ情報(メモリダン 
プ)のサイズが変わります。デバッグ情報(メモリダンプ)の書き込み先ド 
ライブの空き容量を確認してください。 
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6. [パフオーマンスオプション]をクリックする。 



7. [仮想メモリ]ボックスの[変更]をクリックする。 



8. [選択したドライブのページングファイルサイズ]ボックスの[初期サイズ]を 
[推奨]値以上に変更し、[設定]をクリックする。 
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謂-〇 • 必ず 0 S パーティションに上記のサイズで作成してください。ページン 
Ito グファイルの[初期サイズ]を「推奨」値未満に設定すると正確なデ 

バッグ情報（メモリダンプ）を採取できない場合があります。 

• 「推奨」値については、「作成するパーティションサイズについて （54 
ページ)」を参照してください。 

• メモリを増設した際は、メモリサイズに合わせてページングファイルの 
再設定を行ってください。 


9. [0K] をクリックする。 

設定の変更内容によつてはシステムを再起動するようメッセージが表示されます。 
メッセージに従つて再起動してください。 


ワトソン博士の設定 

Windows 2000ワトソン博士はアプリケーシヨンエラー用のデバッガです。アプリケーシヨ 
ンエラーを検出するとシステムを診断し、診断情報（ログ）を記録します。診断情報を採取で 
きるよラ次の手順に従って設定してください。 


1. スタートメニューの[ファイル名を指定して実行]をクリックする。 

2. [名前]ボックスに 「drwtsn32.exe」 と入力し、 [OK] をクリックする0 

[Windows 2000ワトソン博士]ダイアログボックスが表示されます。 
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3. [□グファイルパス]ボックスに診断情報の保存先を指定する。 

rDRWTSN 32. LOG 」 というファイル名で保存されます。 



ネットワークパスは指定できません。口ーカルコンピュータ上のパスを指定し 
If エック| てください。 


4. [クラッシュダンプ]ボックスにクラッシュダンプファイルの保存先を指定する。 



「クラッシュダンプファイル」は Windows Debugger で読むことができるバイナ 
リファイルです。 


5. [オプション]ボックスにある次のチェックボックスをオンにする。 

- ダンプシンボル テーブル 

- すべてのスレッドコンテキストをダンプ 

- 既存の□グファイルに追カロ 

- クラッシュダンプファイルの作成 

それぞれの機能の説明についてはオンラインヘルプを参照してください。 

6. [OK] をクリックする。 
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ネットワークモニタのインストール 

ネットワークモニタを使用することにより、ネットワーク障害の調査や対処に役立てることが 
できます。ネットワークモニタを使用するためには、インストール後、システムの再起動を行 
う必要がありますので、障害が発生する前にインストールしておくことをお勧めします。 

1. スタートメニューから[設定]をポイントし、[コント□—ルパネル]をクリック 
する。 

[コント□ールパネル]ダイアログボックスが表示されます。 

2. [アプリケーションの追加と削除]アイコンをダブルクリックする。 

[アプリケーションの追力□と削除]ダイアログボックスが表示されます。 

3. [ Windows コンポーネントの追加と削除]をクリックする。 

[ Windows コンポーネントウィザード]ダイアログボックスが表示されます。 

4. コンポーネントの[管理とモニタツール]チェックボックスをオンにして[次へ] 
をクリックする。 

5. ディスクの挿入を求めるメッセージが表示された場合は 、 Windows 2000 CD - 
R 0 M を CD - ROM ドライブにセットして [0 K ] をクリックする。 

6. [ Windows コンポーネントウィザード]ダイア□グボックスの[完了]をクリッ 
クする。 

7. [アプリケーションの追加と削除]ダイア□グボックスの[閉じる]をクリックす 
る 0 

8. [コント□—ルパネル]ダイア□グボックスを閉じる。 


ネットワークモニタは、スタートメニューから[プログラム] — [管理ツール]をポイント 
し、[ネットワークモニタ]をクリックすることにより、起動することができます。 
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管理ユーティリティのインス I -ール 

添付の rEXPRESSBUILDERJ CD-R 〇 M には、監視用の 「 ESMPR 〇 / ServerAgent 」 および管 
理用の 「 ESMPRO / ServerManager 」 などが収録されています。 ESMPR 〇 /ServerAgent は、 
シームレスセットアップで自動的にインス I ルすることができます。 

[スタート]メニューの[プログラム]やコント□ールパネルにインストールしたユーティリ 
ティのフォルタ'があることを確認してください。シームレスセットアップの設定でインストー 
ルしなかった場合は、第3編の「ソフトウェア編」を参照して個別にインス I -ールしてください。 



ユーティリティには、ネットワーク上の管理 pc にインストールするものもあ 
ります。詳しくは第3編の「ソフトウヱア編」を参照してください。 


システムのアップデート（サービスパックの適用） 

システムのアップデートは、次のような場合に行います。 

• システム構成を変更した場合 

(内蔵オプションの機器を取り付け/取り外しをした場合） 

• システムを修復した場合 

• バックアップ媒体からシステムをリストアした場合 

(サービスパック関連の Express 5800用差分モジュールを適用したシステムの場合は、 
再度 RUR のフロッピーディスクを使用して Express 5800用差分モジュールを適用して 
ください。このときサービスパックを再適用する必要はありません。） 



本装置では ServicePack なし/1/2/3は、サボートしておりません。 Service Pack 
4以上を使用する必要があります。 

ServicePack 4が含まれた Windows 2000 CD—ROM を使用しインストールを 
された場合は、再度 Service Pack 4 を適用する必要はありません。 


管理者権限のあるアカウント （ Administrator など）で、システムに□グインした後、本体の 
CD-R 〇 M ドライブに rEXPRESSBUILDERJ CD-R 〇 M をセットしてください。 

表示された画面「マスターコント□—ルメニュー」の[ソフトウェアのセットアップ]を左ク 
リックし、メニューから[システムのアップデート]をクリックすると起動します。以降は画 
面に表示されるメッセージに従って処理を進め、サービスパックを適用してください。 


〇オンラインドキユメント 
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システム情報のバックアップ 

システムのセットアップが終了した後、オフライン保守ユーティリティを使って、システム情 
報をバックアップすることをお勧めします。 

システム情報のバックアップがないと、修理後にお客様の装置固有の情報や設定を復旧（リス 
トア）できなくなります。次の手順に従ってバックアップをとってください。 

1. 3.5 インチフ□ッピーディスクを用意する。 

2. 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - ROM を本体の CD - ROM ドライブにセットして、再 
起動する。 

EXPRESSBUILDER から起重力して 「 EXPRESSBUILDER トップメニュー」が、表示さ 
れます。 

3. [ツール]—[オフライン保守ユーティリティ]を選ぶ。 

4. [システム情報の管理]から[退避]を選択する。 

以降は画面に表示されるメッセージに従って処理を進めてください。 


応用セツトアツ 


システムの環境やインストールしようとするオペレーティングシステムによっては、特殊な手 
順でセットアツプしなければな6ない場合があります。 


シームレスセットアップ未対応の大容量記憶装置コント□—ラ 
を利用する場合 

最新のディスクアレイコント□—ラなど、本装置に添付の EXPRESSBUILDER に対応していな 
い大容量記憶装置コントローラが接続されたシステムにおいて、〇 S の再インストールなどを 
する場合は、次の手順でセツトアップしてください。 



• ビルド•トウ•オーダーにより、〇 S 組み込み出荷された状態からセッ 
トアップを開始する場合には、本操作を行う必要はありません。 

• シー厶レスセットアップに対応しているボードの_覧については、次の 
WEB サイトから参照できます（「サボート.システム支援」から 

「 ExpressPicnicJ をクリックしてくださし、）。 

http://www.ace.comp.nec.co.jp/ 


1. セツトアップしようとする大容量記憶装置コント□—ラの説明書を準備する。 



本書の内容と大容量記憶装置コントローラの説明書との内容が異なる場合は、 
大容量記憶装置コントローラの説明書を優先してください。 
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2. ディスクアレイコント□—ラの場合は、コント□—ラの説明書に従って RAID の設 
定を行う。 

RAID 設定の不要な大容量記憶装置コントローラの場合は、手順3へ進んでください。 

3. EXPRESSBUILDER CD - ROM からシステムを起動させる。 

4. シームレスセットアップを実行し、次のような内容に設定されていることを確認す 
る 0 

- アレイディスクの設定画面が表示された場合は、[既存の RAID を使ラ]を 
チェックする 



コントローラによっては、設定画面が現れないことがあります。 


-[大容量記憶装置用〇 EM - FD の適用をする]をチェックする 

このオプションをチェックすることで、フロッピーディスクで提供されている 
ドライバを読み込ませて、シー厶レスセットアップを進めることができます。 


5. シームレスセットアップの途中で[大容量記憶装置用ドライバ]をコピーする。 

大容量記憶装置コント□ー ラに添付されているフロッピーディスクをフロッピー 
ディスクドライブにセットし、以降は画面のメッセージに従って操作してください。 


「 大容量記憶装置 用 OEM - FD 」 をフロッピーディスク 

ドライブに J 車入してください。 


0 K 

終了 
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マニュアルセットアップ 

オペレーティングシステムのインス I -ールは、シームレスセットアップを使用することをお勧 
めしていますが、特殊なインストールに対応する場合、マニュアルセットアップが必要になる 
ことがあります。 

シームレスセットアップを使わずに Windows 2000をインストールする方法については、 
EXPRESSBUILDER に格納されているオンラインドキュメント 「MicrosoftWindows 2000 
Server/Microsoft Windows 2000 Advanced Server インストレーシヨンサプリメントガイ 
ド」を参照してください。また、あらかじめ EXPRESSBUILDER から、「サポートディスク」 
を作成しておいてください。 


^ オプションボードを接続する場合は、オプションボードに添付の説明書も併せ 
て参照してください。 


サボートディスクとは 

シームレスセットアップを使わずに再セットアップするときの手順「マニュアルセットアッ 
プ」では 、 「Windows 2000 OEM-DISK for EXPRESSBUILDER 」 と呼ばれるサポートディス 
クが必要です。 

「Windows 2000 OEM-DISK for EXPRESSBUILDER 」 には 、 Windows 2000のインストー 
ルで必要となる RAID コン ト □ーラや SCSI コン ト □ーラの ドライバなどが含まれています。マ 
ニュアルセットアップを始める前に 「Windows 2000 OEM-DISK for EXPRESSBUILDERJ 
を用意してください。 

1. 3.5 インチフ□ッピーディスクを1枚用意する。 

2. 周辺装置、本体の順に電源を ON にする。 

3. 本体の CD - ROM ドライブに添付の 「EXPRESSBUILDERJ CD - ROM をセットす 
る 0 

4. CD - ROM をセットしたら、リセットする （< Ctrl >+ く Alt 〉 十く Delete 〉 キーを押す） 
か、電源を 0 FF /0 N してシステムを再起動する。 

CD - R 〇 M からシステムが立ち上がり、 EXPRESSBUILDER が起動します。 

5. [ツールメニュー]から[サボートディスクの作成]を選択する。 

6. [サボートディスク作成メニュー]から [Windows 2000 OEM-DISK for 
EXPRESS 巳 UILDER ] を選択する。 

7. 画面の指示に従ってフロッピーディスクをセットする。 

「Windows 2000 OEM-DISK for EXPRESSBUILDERJ が作成されます。 

作成した 「Windows 2000 OEM-DISK for EXPRESSBUILDERJ はライトプ□テク 
卜をし、ラベルを貼って大切に保管してください。 

Windows(Windows 95以降 、 Windows NT 4.0 以降)が動作するコンピュータをお持ちの場合 
は、 Windows 上で EXPRESSBUILDER CD - R 〇 M をセットすると起動する「マスターコント 
□—ルメニュ ー 」から Windows 2000 OEM-DISK for EXPRESSBUILDER を作成することも 
できます。 







mxm 79 


論理ドライブが複数存在する場合の再セットアップ手順 

再セツトアップをはじめる前に、万一の場合に備えて必ずデータのバックアップを行ってくだ 
さい。 


再セットアップ手順 

1. 本書および「インストレーシヨンサプリメントガイド」の手順に従ってマニュアル 
セットアップを開始する。 

2. 次のメッセージが表示されたら、 0 S をセツトアップしたいパーティションを選択 
する。 


次の一覧には、このコンピュータ上の既存のパーティションと未使用の 
領域が表示されています。 

上下の方向キーを使って、一覧からパーティションを選択してください。 


_"〇 システムボリューム、またはブートボリュームのドライブ文字はセットアップ 
Bta 完了後は修正できません。この画面で正しいドライブ文字が割り当てられてい 
ることを 5萑認 してからセットアップを 続行 してください。 

3. 本書および「インストレーシヨンサプリメントガイド」の手順に従ってマニュアル 
セツトアップを続行する。 

以上で完了です。 



セットアップ完了後、再セットアップ前とドライブ文字が異なる場合がありま 
す。ドライブ文字の修正が必要な場合は次項の「ドライブ文字の修正手順」に 
従ってドライブ文字を変更してください。 


ドライブ文字の修正手順 

以下の手順では、システムボリューム、またはブートボリュームのドライブ文字は変更できま 
せん。ご注意ください。 

1. [スタートメニュー ] から[マイコンピュータ]を右クリックし、[管理]を選択して[コ 
ンピュータの管理]を起動する。 

2. 左側のウィンドウの中から、[ディスクの管理]を選択する。 

3. ドライブ文字を変更したいボリュームを選択して右クリックし、[ドライブ文字と 
パスの変更]を選択する。 

4. [変更]をクリックする。 

5. [次のドライブ文字を割り当てる]をクリックし、割り当てたいドライブ文字を選択 
する。 

6. [0 K ] をクリックする。 
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7. 以下の確認メッセージが表示されたら、[はい]をクリックする。 

ボリュームのドライブ文字を変更すると、プログラムが動作しないことが 
あります。このドライブ文字を変更しますか？ 


8. [コンピュータの管理]を終了する。 

以上で完了です。 
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HostRAro TM について 

ここでは HostRAID の概要およびセットアップ手順について説明します。 


HostRA 旧の概要 


HostRAID とは、システムに標準搭載された SCSI インタフェースを使用し、 RAID 機能を提供 
します。 

HostRAID では、ディスクアレイを制御するドライバとディスクアレイの管理ユーティリティ 
である 「Adaptec Storage Manager 1 M - Browser Edition 」 （以降、 ASMBE と略す)から構成 
されています。 

これらのソフトウェアはどちらが一方でも欠けると正常な動作ができません。ドライバは本書 
のセットアップ手順を参照し 、 ASMBE は r Adaptec Storage Manager lM - Browser Edition 
ユーザーズマニュアル」を参照して必ず両方のソフトウェアをインス I -ールしてください。 


仕様 


ハードディスクドライブ：1チャネルあたり4ドライブ+1スペアドライブ（マザーボードに 
てチャネル装備） 

RAID レベル： RAID 0/ RAID 1 /RAID 10 (RAID 1のスパン） 

OS : Microsoft Windows Server 2003 Standard Edition/Enterprise 

Edition 


Microsoft Windows 2000 Server/Advanced Server 
ディスクアレイの構築： BIOS セットアップユーティリティ、 EXPRESSBUILDER 、 およ 

び管理 ユーテイリテイ 


特長 

• BIOS セットアップユーティリティにより、ディスクアレイ/標準 SCSI の切り替え可能。 

• 管理ユーティリティ ASMBE ( JAVA ベース)はブラウザ ( IE 5.5 以上)を使用するため、管 
理用クライアント PC ごとへのクライアントソフトウェアのインストールが不要(サーバ 
へのインストールは必要)。 
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注意事項 


HostRAID 全般に関する注意事項について説明します。 

BIOS セットアップユーティリティに関する注意事項については、「システム BIOS ( SETUP )」 
(168 ページ）またはオンラインドキュメントの 「 SCSISefc び Utility 操作説明書」を 、 ASMBE 
に関する注意/制限事項はオンラインドキュメント 「Adaptec Storage Manager ™ - Browser 
Edition ユーザーズマニュアル」を参照し、確認してください。 



「 SCSISe/ecf Utility 操作説明書」と rAdaptec Storage Manager ™ - Browser 
Edition ユーザーズマニュアル」は本装置に添付の EXPRESSBUILDER CD-ROM 
にオンラインドキュメントとして格納されています。 


• SCSI BIOS で HostRAID Enable のチヤネルにはハードディスクドライブ以外接続できま 
せん。ハードディスクドライブ以外の装置を使用する場合は、 HostRAID を Disable と 
し、標準 SCSI として使用してください。 

• HostRAID の機能を使用するためには、ドライバの登録以外に ASMBE のインス I ルが 
必須です。 ASMBE のインストールについては 、 rAdaptec Storage Manager ™ - 
Browser Edition ユーザーズマニュアル」を参照してください。 

• HostRAID で使用しているハードディスクドライブを交換する場合は、ハードディスク 
ドライブを取り外してから替わりのハードディスクドライブを取り付けるまでに60秒以 
上の間隔をあけてください。 

この間隔が短いと予期せぬ事象が発生する可能性があります ( ASMBE 画面でハードディ 
スクドライブの取り外し/取り付けを認識できてから実施することをお勧めします)。 

• HostRAID では ACPI 機能のスタンバイ/休止モードを使用できません。 

• HostRAID の保守作業は SCSISe / ect ユーティリティを使用せず、 ASMBE を使用してく 
ださい。 

• 高負荷運用中に I / O が遅延し、以下のログがイベントログに登録される場合があります 
が、 HostRAID によるリトライ処理でアプリケーションやシステム運用への影響を与え 
ずに通常に動作しています（「説明」内の*は任意の値）。 

イベントソース： a 320 「 aid.sys 
イベント ID : 9 

説明：デバイス ¥ Device ¥ SCSI ¥ a 320「 aid * はタイムアウト期間内に応答しませんでした。 

• ホットスペアを使ったリビルドが行われた場合、再度リビルドを行ってハードディスク 
ドライブの実装位置とそのハードディスクドライブを使ったアレイの構成がリビルド前 
と同様になるよラにしてください。この操作を行わないと、起動の優先順位が変更され 
る場合があります。なお、この優先順位は SCSISe / ect ユーティリティで変更できます。 

• 作成したアレイには〇 S のパーティションを作成してください。〇 S のパーティションが 
存在しない場合は、システム起動時に、このアレイに対して Verify with Fix が実施され 
る場合があります。 
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HostRA 旧セットアップの流れ 


HostRAD システムをセツトアップする作業手順の流れは以下のとおりです。 


スタート 


HostRA 旧をブートディスクとして使用 
しますか？ 


■ 

はい 


いいえ 


システムのアップデ_卜 


44-75 

ページ 


SCSISe / ecf ユーテイリテイ 
で HostRA 旧を Enable にして 
RAID ドライブを作成 

氺 1 

♦ 

ドライバをインストール 
(0 S をインストール） 

19-50 

ページ 


SCSISe / ec に L ーテイリテイ 
で HostRAID を Enable にして 
RAID ドライブを作成 

氺 1 

♦ 

ドライバをインス1-ール 

氺 2 


ASMBE のインストール 

氺 3 

ASMBE のインス1-ール 

氺 3 

♦ ♦ 

電源制御抑止ドライバの 

氺 3 

電源制御抑止ドライバの 

氺 3 

インストール 

インストール 


セツトアップ完了 


* 1 SCSISe / ecfUtility 操作説明書を参照してください。 EXPRESS 巳 UILDER からアレイの作成を行う場合は、 
SCSISe / ecfUtility を使用して HostRAD の設定を有効 ( Enabled ) にする操作のみ行つてください 0 
*2 EXPRESSBUILDER からサボートディスクを作成し、ハードウェアウィザードの中で HostRAID ドライバ 
をインストールしてください。 

*3 HostRAID Adaptec Storage Manager Browser Edition ユーザーズマニュアルを参照してください 0 
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